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1．在日外国人留学生の増加  

 

 2008 年に，「グローバル戦略」展開の一環として「留学生 30 万人計画」が発

表された。「留学生 30 万人計画」は，在日外国人留学生を，2020 年を目途に当

時の 12 万人から 30 万人に増やすという計画である（文部科学省・外務省・法

務省・厚生労働省・経済産業省・国土交通省， 2008；独立行政法人日本学生支

援機構，2008）。高度人材を受け入れるとともに，優秀な外国人留学生を戦略的

に獲得し，また，アジアをはじめとした諸外国に対する知的国際貢献等を果た

すことを目指している（文部科学省・外務省・法務省・厚生労働省・経済産業

省・国土交通省，2008）。「留学生 30 万人計画」が発表されて以降，日本に留学

する外国人学生が増加し続けている。独立行政法人日本学生支援機構が実施し

た『平成 29 年度外国人留学生在籍状況調査結果』によると， 2008 年時点で在

日外国人留学生の数は 123,829 人であったが， 2015 年には初めて 20 万人

（ 208,379 人）を突破し， 2017 年は 267,042 人となり，外国人留学生の数が増

加している趨勢が明らかとなった（独立行政法人日本学生支援機構， 2017）。  

 在日外国人留学生の構成は主にアジア地域からの留学生（ 249,242 人，全体

の 93.3％）からなり，そのうち，最も多いのが中国とベトナムからの人留学生

（中国人： 107,260 人，ベトナム人： 61,671 人）であり，全体の 63.3％を占め

る。次は，ネパール人留学生（ 21,500 人，全体の 8.1％），韓国人留学生（ 15,740

人，全体の 5.9％），台湾人留学生（ 8,947 人，全体の 3.4％），その他（ 51,924

人，全体の 19.4％）から構成されている（独立行政法人日本学生支援機構，2017）。

また，在学段階について，日本語教育機関に在籍する外国人留学生（ 78,658 人，

全体の 29.5％）が最も多く，次は日本の大学（学部）（ 77,546 人，全体の 29.0％），

専修学校（専門課程）（ 58,771 人，全体の 22.0％），大学院（ 46,373 人，全体の

17.4％），準備教育課程（ 3,220 人，全体の 1.2％），短期大学（ 1,915 人，全体の

0.7％），高等専門学校（ 559 人，全体の 0.2％）となっている（独立行政法人日

本学生支援機構， 2017）。  

 

 

2．在日外国人留学生に関する研究  

 

 在日外国人留学生の増加とともに，留学生の異文化適応に対する関心が高ま

り，留学生を対象とした研究も増えてきた。これまでの研究では，在日外国人

留学生の対人関係の問題や言語能力，日本における食生活の変容などの問題が
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よく注目されていた。たとえば，在日外国人留学生の対人関係に関する研究に

おいて，留学生が日本人との対人関係において「教師に対しての礼儀正しさ，

自分の意見を主張するのではなく和を保つ，そして親密になるのに時間をかけ

る」という日本文化特有のスキルを獲得したことが明らかとなった（中島・田

中，2008）。また，高濱・田中（ 2014）はメキシコ人留学生 5 名の食生活の変遷

について事例研究を行った結果，「地理的・文化的距離の遠さにもかかわらず，

彼らは来日直後から，和食を健康であるなどと肯定的に捉えて，日常的に取り

入れることができていた」としている。  

 ところで，多くの留学生に関する研究・調査では，留学生が最も困難を感じ

ているのは経済的な問題であると示唆されている。たとえば，藤井・門倉（ 2003）

は留学生活をおくる中で，留学生は何に困難を感じているかについて調査を行

った結果，留学生が最も困難を感じているのは「経済的な問題」（ 84％）であっ

た。また，『平成 27 年度私費外国人留学生生活実態調査概要』よると，日本に

留学してから苦労したことについて，「物価が高い」と回答した者が最も多く，

約全体の７割（ 70.5％）となっている（独立行政法人日本学生支援機構，2016）。

そのような状況の下，多くの在日外国人留学生がアルバイト活動に従事してい

ると考えられる。厚生労働省が外国人雇用状況についてまとめた結果，在日外

国人労働者のうち，在留資格が「資格外活動（留学）」である者は 259,604 人で

あった（厚生労働省， 2018）。したがって， 267,042 人の在日外国人留学生のう

ち，約 9 割がアルバイト活動に従事していると推定される。また，『平成 27 年

度私費外国人留学生生活実態調査概要』には，在日私費外国人留学生の全体の

７割以上（ 74.8%）の者が何らかのアルバイトに従事していると記されている

（独立行政法人日本学生支援機構，2016）。1 週間のアルバイトの時間数につい

て，「週 20 時間以上 25 時間未満」が最も多く（ 33.5％），週 15 時間以上と回答

した者が全体の 68.8％を占めている（独立行政法人日本学生支援機構，2016）。

しかしながら，多くの在日外国人留学生はアルバイト活動を体験しており，ア

ルバイト活動は留学生活において頻繁に行われる活動の一つになっているとい

う現状にもかかわらず，在日外国人留学生のアルバイト活動に関する体系的な

研究はあまり見られなかった。  

 

 

3．在日外国人留学生のアルバイト活動について  

 

 アルバイトは，ドイツ語である Arbeit に由来し，ドイツ語で労働全般を意味
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する。『逆引き広辞苑（第五版）』によれば，アルバイトとは，「学生・研究者な

どが本業のかたわらに行う仕事」である。また，『新明解国語辞典（第五版）』

にも，アルバイトは「収入のためにする学業（本務）以外の仕事」であると説

明されている。現代の日本では，アルバイト活動は非正規雇用の雇用形態の一

種とされている。近年，少子高齢化や景気回復などの影響を受け，外食・物流

などのサービス産業におけるアルバイト需給は逼迫している（志甫，2015）。ア

ルバイト活動に従事する在日外国人留学生は，産業を下支えする必要不可欠な

存在となっている。一方，留学生にとっても，アルバイト活動を通して学費や

生活費を稼ぎながら勉強できることは，日本を留学先に選ぶ要因の一つになっ

ている（鈴木， 2011）。  

 また，一般的に，アルバイト活動は青年期における学生の成長に大きな意味

をもち，アルバイト活動を通して社会化 1 が促進され，対人関係能力が高まる

と考えられている。たとえば，井芹・河村（ 2012）は，サークルやアルバイト

などの集団における活動がソーシャル・スキルの活用に及ぼす影響について検

討した結果，サークル集団の活動とアルバイト集団での活動を両方ともやって

いる群と，アルバイト集団での活動のみやっている群は，サークル集団での活

動のみやっている群に比べてソーシャル・スキルの得点が高いことを見出して

いる。さらに，活動年数の長さとソーシャル・スキルの活用との関連を検討し

たところ， 2 年以上アルバイト集団で活動している大学生は，それより少ない

者と比較して，かかわりのソーシャル・スキルが高くなることが指摘されてい

る（井芹・河村，2013）。青年期における学生にとって，アルバイト活動は，義

務も責任も最小限の保護される立場から一人前の労働者として扱われる初めて

の体験であり，金銭の価値や進路，社会 2 を考え始める良い契機にもなること

が指摘されており（若松，2006），在日外国人留学生にとっても，アルバイト経

験が社会化を促進し，個人の成長に大きな意味をもつと考えられる。  

 したがって，在日外国人留学生のアルバイト活動について検討することは，

日本留学に対する魅力を高めるだけでなく，留学生の社会教育 3 の観点におい

ても重要であると考えられる。しかしながら，在日外国人留学生にとって，学

業とアルバイト活動を両立させることは，日本人学生以上に困難でエネルギー

を要する作業である。時間的な余裕が少なくなり，留学本来の目的である学業

が疎かになる危険性を孕むにも関わらず，何故，在日外国人留学生はアルバイ

ト活動を敢行しようとするのであろうか。その心理学的な説明可能性は，行為

を生起し持続させる条件とメカニズムを明らかにする動機づけ研究（鹿毛，2004）

に見出すことができるであろう。アルバイト活動は賃金の獲得が必須であるが，
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本研究では，そのような外的報酬を含む広範で統合的な動機づけ理論である「自

己決定理論」に着目し，アルバイト活動における職務満足度に影響を及ぼす要

因について検討することを目的とする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 , 2 , 3 本論文では，「社会」，「社会化」，「社会教育」表現を一般用語として表記す
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第 2 章  
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1．動機づけ研究の概要  

 

 日常生活において，我々は日々「理由」に直面しながら生活している。例え

ば，海外旅行に行くため，塾に通い，英語の勉強を始める。翌日の試験で良い

成績をとるため，徹夜で勉強する。また，日本語および日本文化を学ぶため，

日本へ留学する。このように，すべての行動が何かの理由に喚起されているで

あろう。心理学の研究領域では，「理由」を説明するために，「動機づけ」とい

う心理現象が用いられている。心理学辞典では，動機づけを「行動の理由を考

える時に用いられる大概念であり，行動を一定の方向に向けて生起させ，持続

させる過程や機能全般をさす（赤井，1999 p.622）」と定義されている。また，

櫻井（ 2017）は動機づけを「ある行動を引き起こし，その行動を持続させ，一

定の方向に導くプロセス（ p.16）」と述べている。動機づけ研究の目的は，「行

為が生起する心理的メカニズムと条件を明らかにすること（ p.2）」である（鹿

毛， 2004）。  

 動機づけを理解するため，動機づけの「強度（ in tensi ty）」と「方向性（ direct ion）」

という 2 つの視点に注目する必要がある。強度の視点は動機づけを心理的エネ

ルギーの「量」として捉え，その量が大きければ大きいほど，行動が生起しや

すいと想定されている（鹿毛，2004）。例えば，英語学習への動機づけが強けれ

ば強いほど，一日あたりの学習時間が長いであろう。方向性の視点は行動の目

的を示す。例えば，同じ英語学習という行動であっても，趣味として英語学習

を続けている人がいれば，留学するために勉強する人もいる。  

 動機づけに関する理論は多々あり，鹿毛（ 2004）は動機づけ理論を「認知

（ cognit ion）」，「情動（ emotion）」，「欲求（ need）」という心理的要素をそれぞ

れ重視する 3 つの理論群に分類している。まず，「認知」とは「当人の主観的な

解釈」と「認知のあり方」を指し，これを重視する心理学的アプローチを「認

知論的アプローチ」と呼ばれている（鹿毛， 2004）。次に，「情動」とはさまざ

まな場面における多様な情動（感情）体験であり，これを重視する心理学的ア

プローチを「情動論的アプローチ」と呼ばれている（鹿毛， 2004）。また，「欲

求」とは「人を行動に駆り立てて，その行動を方向づけるような比較的安定し

た心理的エネルギー」のことを指し，これを重視する心理学的アプローチを「欲

求論的アプローチ」と呼ばれている（鹿毛， 2004）。  

 

1-1．認知論的アプローチ  

 認知論的アプローチでは，認知の内容と認知の在り方が動機づけの強度と方
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向を規定すると指摘されている。例えば，徹夜で勉強すれば翌日の試験で良い

成績がとれるという良い期待によって，動機づけが高まり，勉強という行動が

喚起される。一方，会議の際に意見を主張しても採用されないという悪い結果

を予想することによって，会議参加への動機づけが低くなり，会議に出席する

気がしないに違いない。認知論的アプローチに関する代表的な理論は「期待 ×

価値理論」である（鹿毛， 2004）。「期待（ expectancy）」とは，ある行動を引き

起こした場合の「主観的な成功可能性（鹿毛， 2004 p.7）」に関する信念であ

る。努力すれば良い結果がでると期待しているからこそ，勉強を頑張ると考え

られる。期待に関して，達成動機づけ理論をはじめ， Locus of  Control，学習性

無力感，自己効力感などの多様な理論が提唱されている。また，「価値（ value）」

とは，生起した行動の「主観的な価値づけ（鹿毛， 2004 p.7）」に関する信念

である。意見が採用されるからこそ，会議に出席する意味があると考えられる。

価値に関する研究には，達成目標理論がある。期待×価値理論では，動機づけ

を期待と価値との積として捉えられている。  

 

1-2．情動論的アプローチ  

 情動論的アプローチでは，日常の情動（感情）体験が動機づけに影響を与え

ると指摘されている。認知論的アプローチは，行動の主体が期待や価値を意識

し，合理的に判断できることを前提とする理論である。しかしながら，日常生

活において，我々が常に冷静に考えて行動することができなく，情動体験に影

響されることが少なくない。例えば，通勤手段を選ぶとき，車で通勤する場合

は，渋滞に巻き込まれて出勤時間に間に合わない可能性があっても，運転の楽

しさと車の便利さを体験したことによって車という通勤手段を選択してしまう

可能性がある。鹿毛（ 2004）は，情動体験は現在進行式の行為の在り方に影響

を及ぼし，また，このような情動体験の積み重ねが現在，あるいは将来の行為

にも影響すると述べている。情動論的アプローチの代表としてフロー理論が盛

んに検討されている。  

 

1-3．欲求論的アプローチ  

 欲求論的アプローチでは，我々の行動が欲求に規定されると指摘されている。

欲求には，食欲や性欲などの「生理的欲求」以外，達成や親和，権力などに関

する「社会的欲求」，自律性，有能感，関係性に関する「心理的欲求」も存在し

ている（上淵，2012）。動機づけの欲求に関する理論において，自律性への欲求，

有能感への欲求，関係性への欲求という 3 つの欲求を生得的な欲求であるとす
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る自己決定理論は代表的な理論である（山口，2012）。1970 年代に，Deci と Ryan

は「自己決定理論（ Self-determination theory:  Deci  & Ryan, 1985;  Ryan & Deci ,  

2000）」という動機づけ現象全般に関わる新しい理論を提唱した。自己決定理論

は人間に関する基本的な理論であり（櫻井，2017），精神的健康や適応などを予

測する理論として注目されている。本論文では，在日外国人留学生のアルバイ

ト活動に着眼し，アルバイト活動の持続について検討するため，自己決定理論

を理論背景として研究を進める。  

 

 

2．自己決定理論  

 

2-1．自己決定理論のはじまり  

 幼児が小学校に入学するにつれて，好奇心や探求心が失われる現象について

検討するため，Deci (1971) は，大学生を対象に，内発的動機づけに対して金銭

という外的報酬の効果を検討する実験を行った。この実験では，実験群（報酬

を与える群）と統制群（報酬を与えない群）を設け，実験協力者である大学生

にソマパズルを解く課題を遂行させ， 3 試行によって構成されていた。第 1 試

行では，どちらの群においても普通にパズルを解く課題を遂行させた。第 2 試

行では，パズルが解けた場合は，実験群に一定の報酬を与えるに対して，統制

群に何も与えないと設定して課題が行われた。第 3 試行では，第 1 試行と同様

に，どちらの群に対しても報酬を与えずに課題を遂行させた。すべての試行に

おいて， 2 個目のパズルを完成した時点で，実験者が口実を作って退室し， 8

分間の自由時間を入れた。雑誌や玩具を用意し，実験者が戻るまで何をしても

いいと教示した。この自由時間の間に，パズル解きを継続した時間が内発的動

機づけの指標とされた。その結果，パズルを継続した時間は，実験群において

パズルを継続した時間が有意な低下が見られた。一方，報酬を与えなかった統

制群においてそのような変化が見られなかった。金銭的な報酬が内発的動機づ

けを低下する効果（アンダーマイニング効果）が確認された（外山，2011）。こ

の効果を説明するのは，自己決定理論の最初の下位理論である「認知的評価理

論」を提唱した。  

 

2-2．自己決定理論の下位理論 

 自己決定理論は認知的評価理論（ cognit ive evaluat ion theory），有機的統合理

論（ organismic integrat ion theory），因果志向性理論（ causal i ty orientat ions theory），
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基本的心理欲求理論（ basic psychology needs theory），目標内容理論（ goal  contents 

theory），関係動機づけ理論（ re lat ionships motivat ion theory）という 6 つの下位

理論によって構成されている。  

 

（ 1）認知的評価理論  

 認知的評価理論は，自己決定理論においてもっとも早く研究された下位理論

であり，三つの命題から内発的な動機づけに影響を及ぼす報酬の効果を検討し

ている（Deci & Ryan,  1985）。第 1 の命題は，制御的側面（ control l ing aspect）

を反映する「知覚された因果（ perceived causali ty）」である。自ら行動している

と知覚する場合は内発的動機づけが高まり，一方で金銭的報酬などの制御的側

面が強い報酬によって他者から統制されていると知覚する場合は内発的動機づ

けが低下するという自律性に関する命題である。第 2 の命題は，情報的側面

（ informational aspec t）を反映する「知覚された有能さ（ perceived competence）」

である。ある程度の自律性を感じていることを前提として，言語的報酬などの

情報的側面が強い報酬によって有能感を高く感じると，内発的動機づけが高ま

るという有能さに焦点を当てた命題である。第 3 の命題は「機能的重要性

（ functional s ignif icance）」である。報酬を含めた多くの出来事には制御的な側

面（第 1 命題），情報的な側面（第 2 命題），および，課題遂行そのものに動機

づけられていない非動機づけ的な側面（ amotivat ing）が存在し，どの側面が主

に機能するかは，それらの顕現性の高さに依存するとされる（櫻井， 2009）。  

 

（ 2）有機的統合理論  

 有機的統合理論は，外発的動機づけの内在化プロセスに関する下位理論であ

る。Deci & Ryan (1985) では，外発的動機づけは必ずしも他律的ではないこと

が指摘され，外発的動機づけは自己決定性によって，自律性の高い順に「統合

的調整（ in tegrated regulat ion）」，「同一化的調整（ identif ied regulat ion）」，「取り

入れ的調整（ in trojected regulat ion）」，「外的調整（ external regulat ion）」に分類

された。このような考えによって，内発的動機づけか外発的動機づけかという

従来の二分法的なとらえ方の代わりに，非動機づけから，外的調整，取り入れ

的調整，同一化的調整，統合的調整，内発的動機づけへと一次元の連続帯上に

位置するようになった（ Figure 2.1）。  
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 具体的に述べると，（ 1）非無動機づけは，行動を起こさない無力状態である。

（ 2）外的調整は，最も非自己決定的な動機づけであり，報酬と罰，また，アメ

とムチを随伴し，外部からコントロールされている段階である。たとえば，生

活のために，働かなければならない。「やらされている」や「しなければならな

い」などのようなネガティブな気持ちが強い動機づけである。（ 3）取り入れ的

調整は，不安や罪などを回避し，達成感や有能感などを獲得するために，義務

感が伴って行動を行う段階である。例えば，親や先生などに怒られないように，

友達に笑われないように勉強に頑張る。（ 4）同一化的調整は，行動の価値が認

識されており，本人にとって行動が大きな価値があり，重要であるため，行わ

れる段階である。例えば，理想の大学に合格するため，現段階の努力の必要性，

受験勉強の重要性を非常に重視する状態である。（ 5）統合的調整は，外発的動

機づけにおいて最も自己決定的な段階に位置づけている。行動の価値が内在化

されており，本人の価値観や目標などに適合している段階である。例えば，外

国語学習の価値を理解したうえで，自ら遊びをやめて勉強する。（ 6）内発的調

整は，行動内容に対する関心や興味などから行動が喚起され，行動自体が目的

になっている段階である。例えば，思考することが好きなので，実験に熱中す

るように，興味や楽しさなどのポジティブな感情によって行動が喚起されてい

る。自己決定理論の連続性仮説にしたがえば，理論的に隣り合う動機づけタイ

プの間に最も正の強い相関がみられ，理論的に離れるに従って相関が低く，あ

非動機づけ 内発的動機づけ

（Amotivation) （Intrinsic Motivation)

無調整 外的調整 取り入れ的調整 同一化的調整 統合的調整 内発的調整

（Non-Reguiation）
（External

Regulation）

（Introjected

Regulation）

（Identified

Regulation）

（Integrated

Regulation）
（Intrinsic Regulation）

（Ryan & Deci (2000) を参考にして作成した）

非自己決定的（Nonself-Determined） 自己決定的（Self-Determined）

外発的動機づけ

（Extrinsic Motivation)

Figure 2.1．動機づけタイプの自己決定連続帯

　　　　　　統制的な動機づけ 　　自律的な動機づけ
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るいは，無相関になると仮定されている（ Ryan & Connell ,  1989）。自己決定理

論を応用した多くの研究では，その連続性が妥当性の証左として検討されてい

る（岡田， 2010）。  

 近年，この理論は，精神的健康や適応などを予測し得る理論として注目を集

めており，より自己決定的な動機に基づいて行われた行動は適応的な結果と関

連があることが明らかにされている（ e.g. ,  Kasser& Ryan, 1999；永作・新井，

2003，2005；岡田，2005；加藤・伊藤・石橋・小石，2002）。また，多くの研究

では，動機づけの上位概念を捉えるため，内発的調整と統合的調整，同一化的

調整を合わせて「自律的な動機づけ」，外的調整と取り入れ的調整を合わせて「統

制的な動機づけ」としている（ e.g. ,  岡田・中山， 2011;  閻・堀内， 2017b）。  

 

（ 3）因果志向性理論  

 因果志向性理論は，有機的統合理論で扱った動機づけの自己決定性をパーソ

ナリティ特性としてとらえ，理論化した下位理論である（ Ryan & Deci,  2002）。

この理論では，因果志向性は自己決定性の程度によって自律的志向性（ autonomy 

orientat ion），統制的志向性（ control led orientat ion），非自己的志向性（ impersonal  

or ientat ion）に分類される。自律的志向性は有機的統合理論における自律的な

動機づけに相当し，興味や関心，自己の中に統合される価値を基に行動を行う

傾向である。統制的志向性は統制的な動機づけに相当し，他者に統制されて行

動を行う傾向である。非自己的志向性は非動機づけに相当し，無気力であり，

行動が起きない傾向である（櫻井， 2009）。  

 

（ 4）基本的心理欲求理論  

 基本的心理欲求理論は，従来の自律性への欲求（ need for  autonomy）と有能

感への欲求（ need for  competence）という自己内部の欲求とともに，関係性へ

の欲求（ need for rela tedness）のような社会的な欲求の必要性を主張し，これら

の 3 つの欲求が人間の基本的な欲求であると提唱した下位理論である（Deci & 

Ryan, 1991）。自律性への欲求は，自ら行動を起こしたいという欲求である。有

能感への欲求は，環境との相互作用の中で個人の能力を表現したく，また，行

動を通して能力を高めたいという欲求である。関係性への欲求は，他者と良い

関係を持ちたいという欲求である。これらの心理的欲求は人間の基本的な欲求

であり，心理的欲求の充足につれて，人間が完全に機能する状態になり，精神

的健康および適応的な状態をもたらすと指摘されている（櫻井， 2009）。また，

Ryan & Deci (2000) は，動機づけの内在化を促進するため，自律性のサポート，
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有能感のサポートおよび関係性のサポートが必要であり，すなわち，これらの

心理的欲求が満たされることによって動機づけの自己決定性が高くなると述べ

ている。  

 

（ 5）目標内容理論  

 目標内容理論は，人生目標に注目し，基本的心理欲求理論を応用した下位理

論である。Kasser  & Ryan (1993) は，人生目標を「内発的な人生目標（ in tr insic  

aspirat ion）」と「外発的な人生目標（ extrinsic aspirat ion）」に分けた。内発的な

人生目標は人間としての成長や社会への貢献，良好な関係などを求める目標で

あり，心理的欲求の充足および精神的健康を促進する。一方，外発的な人生目

標は有名になること，富や外見などを求める目標であり，心理的欲求の充足を

促進せず，その目標が達成されても精神的健康や well-being が得られにくい（櫻

井， 2009）。  

 

（ 6）関係動機づけ理論  

 関係動機づけ理論は，所属集団や他者との関わりにおける関係性の機能に関

する下位理論である。この理論では，良好な関係性を持つことが基本的心理欲

求理論における関係性への欲求だけでなく，自律性への欲求をも充足し，さら

に僅かながら有能感への欲求も充足するとされる（ Deci & Ryan,  2014; 吉崎，

2016）。  

 

 

3．本論文の目的  

 本論文は自己決定理論を理論的背景とし，在日外国人留学生のアルバイト活

動をめぐる諸問題について検討することを目的としている。まず，第 3 章では，

自己決定理論における有機的統合理論に立脚することにより，在日外国人留学

生を対象としたアルバイト動機づけ尺度を作成し，その信頼性と妥当性につい

て検討を行う。次に，第４章では，確認的因子分析を用いて，アルバイト動機

づけ尺度の因子的妥当性について検討する。また，内発的調整，統合的調整，

同一化的調整からなる「自律的な動機づけ」と，取入れ的調整と外的調整から

なる「統制的な動機づけ」という高次因子を仮定した高次因子分析モデルにつ

いて検討し， 2 つの高次因子の存在を確認する。最後に，第 5 章では，自己決

定理論における基本的心理欲求理論に基づいて，アルバイト活動における基本

的心理欲求尺度を作成する。また，アルバイト活動における職務満足感に影響
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を及ぼす一連の心理プロセスを明らかにするため，基本的心理欲求理論および

有機的統合理論を基に仮説モデルを生成し，基本的心理欲求，動機づけの自己

決定性，および，職務満足感の関連について共分散構造分析を用いて検証を行

う。  

 



 

 

第 3 章  

アルバイト動機づけ尺度の作成  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脚注  

本章の内容の一部は岡山心理学会第 63 回大会および 31st Internat ional Congress 

of Psychology で発表され，学会発表論文集に収録されている。また，本章の内

容の主要部分は「パーソナリティ研究」に掲載された論文に含まれている。  
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1．予備調査  

アルバイト動機づけに対する質的分析  

 

 

目 的  

 

 予備調査では，在日外国人留学生のアルバイト活動における動機づけ尺度を

作成するため，留学生を対象とする面接調査によって項目を収集し，自己決定

理論における有機的統合理論を基に尺度を作成することを目的とした。  

 

 

方 法  

 

 調査時期および調査協力者 2014 年 12 月に，O 県内にある大学および大学

院に在籍する外国人留学生 10 名（男性 3 名，女性 7 名，平均年齢は 24.90 歳

（SD=2.91））を対象に半構造化面接調査を実施した。  

 

 調査内容および手続き はじめに，本調査の目的を説明し，参加者が自由意

志で面接を受けることを確認した。次に，「在日外国人留学生のアルバイト活動

についてどう思いますか、アルバイト活動を続ける理由は何ですか」をめぐっ

て，過去のアルバイト経験，または現在のアルバイト活動についてなるべく詳

しく話すように求めた。そのエピソードを基に，あらかじめ用意した質問項目

に沿って面接を進めた。回答はメモをとると同時に参加者の了承を得てスマー

トフォンのボイスメモ（ iphone5， ios7）に録音した。回答時間に制限は設けな

かった。  

 

 

結 果  

 

1．調査協力者の内訳  

 調査協力者は中国人留学生 9 名と韓国人留学生 1 名からなっている。すべて

の調査協力者はアルバイト活動に従事しており，アルバイト活動の平均継続年

数は 33.80 ヶ月であった。また，職務内容について，飲食店のホールスタッフ

やコンビニの店員などのような接客の仕事という回答が最も多く（ 8 名），次は，
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飲食店でのキッチンの仕事（ 1 名），ホテルでの仕事（ 1 名），中国語教師の仕事

（ 1 名）となっている。  

 

2．分析の手順および結果  

 KJ 法（川喜田・田中，1970；川喜田，1996）の分析手順に基づいて，心理学

を専攻とする学部留学生１人，日本人大学院生 1 名とともに面接調査で得られ

た質的なデータを分析した。まず，書き起こした面接調査の内容から，アルバ

イト活動に関するすべての語句を取り出し， 1 枚のラベルには 1 つの事柄を書

くようにラベルを作成した。語句内容の特徴によって「動機づけ関連グループ」

と「その他グループ」を作成した。次に，「動機づけ関連グループ」が 5 つの小

さいグループに分けられ，自己決定理論を参考しながら「外的」，「取り入れ的」，

「同一化的」，「統合的」と「内発的」と命名した。内容的に重複になっている

語りを 1 つの項目にまとめ，職務内容に限る語りや宗教の差，文化の差などの

ような個人差の高い項目について，在日留学生 1 名の意見を尋ねたうえで修正

した。さらに，日本人大学生を対象とするアルバイト動機づけ尺度（加藤・伊

藤・石橋・小石，2002）を参照しながら計 40 項目を尺度の予備項目とした（ Table 

3.1）。予備項目の内容的妥当性および日本語の難しさについて，心理学を専門

とする大学教員 2 名，心理学を専門とする学部留学生 1 名（中国人），他学部に

在籍する学部留学生 2 名（中国人 1 名，韓国人 1 名）によって確認された。  

 「外的調整」は，“ 1．とにかくお金がほしいから”や“ 2．アルバイトを辞め

ると，経済的な問題が生じるから”などの，経済的困難のような外的要因を示

す項目からなり，計 6 項目が収集できた。「取り入れ的調整」は，“ 7．アルバイ

トを辞めると，親に早く自立しなさいと言われるのが嫌だから”や“ 8．アルバ

イトを辞めると，何となく不安だから”などの，不安や義務感などを伴って，

罰を避けるために行動を続けることを示す 11 項目が得られた。「同一化的調整」

は，“ 18．アルバイトをすることは大事なことだと思うから”や“ 19．アルバイ

トをすることは良いことだと思うから”などの，アルバイト活動を続けること

の重要さを認識しながら行動することに関する 8 項目から構成される。「統合的

調整」は，“ 26．アルバイトが自分にとって他のことより大事だと思うから”や

“ 27．アルバイトを通じて目標が達成できるので，他のことより優先したほう

がいいと思うから”などの，自分の価値づけられた目標との適合度が高いこと

に関する 7 項目が得られた。他に何かやりたいことがあっても，葛藤がなくそ

の行動を優先させてしまうことを示す。「内発的調整」は，“ 33．アルバイトを

通じて自分の成長を感じるから”や“ 34．アルバイトを通じていろいろな人に



 

18 

 

出会うことが好きだから”などの，賞罰や義務，強制などの目的がなく，アル

バイト活動に対して好奇心や興味，楽しさなどのポジティブな感情を持って行

動を持続することに関する 8 項目で構成される。  
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1 とにかくお金が欲しいから

2 アルバイトを辞めると，経済的な問題が生じるから

3 アルバイトを辞めると，日本での生活が続けられないから

4 アルバイトの収入で，どうしても買いたいものがあるから

5 アルバイトで生活費を稼がなければならないから

6 アルバイトで授業料を稼がなければならないから

7 アルバイトを辞めると，親に早く自立しなさいと言われるのが嫌だから

8 アルバイトを辞めると，何となく不安だから

9 アルバイトを辞めると，バイト先に迷惑をかけるのが嫌だから

10 アルバイトを辞めると，周りの人に持続力がないと評価されるのが嫌だから

11 アルバイトを辞めると，周りの人に責任感がないと評価されるのが嫌だから

12 アルバイトを辞めると，日本人に悪い印象を与えるのが嫌だから

13 アルバイトを辞めると，自立できないと思われるのが嫌だから

14 アルバイトを辞めると，悪い気がするから

15 アルバイトを辞めると，外部との繋がりがなくなり，不安だから

16 アルバイトの一つもしていないと，大人として恥ずかしいから

17 アルバイトによって貯金しないと，後でお金に困ると心配しているから

18 アルバイトをすることは大事なことだと思うから

19 アルバイトをすることは良いことだと思うから

20 アルバイトをすることが日本語の練習になると思うから

21 アルバイトをすることは留学生活の一環だと思うから

22 アルバイトをすることによって周りの人に認められると思うから

23 アルバイトをすると，日本語が上達すると思うから

24 アルバイト経験が社会では必要だと思うから

25 アルバイトによって学んだ社会経験が将来の就職に役に立つと思うから

26 アルバイトが自分にとって他のことより大事だと思うから

27 アルバイトを通じて目標が達成できるので，他のことより優先したほうがいいと思うから

28
アルバイトを通じて学校生活では得られない経験ができるので，他のことより優先したほうがいい
と思うから

29
アルバイトを通じて日常生活では得られない経験ができるので，他のことより優先したほうがいい
と思うから

30 アルバイトを通じて自分の存在感を感じるので，他のことより優先したほうがいいと思うから

31
アルバイトを通じて学校で教えてくれない日本の常識が得られるので，他のことより優先したほう
がいいと思うから

32 アルバイトと勉強が両立できるようになりたいので，他のことより優先したほうがいいと思うから

33 アルバイトを通じて自分の成長を感じるから

34 アルバイトを通じていろいろな人に出会うことが好きだから

35 アルバイトを通じていろいろな人とおしゃべりすることが好きだから

36 アルバイトを通じて自立する力が高まるから

37 アルバイトに熱中することが好きだから

38 アルバイトの仕事そのものが好きだから

39 アルバイトの仕事内容がおもしろいから

40 アルバイトをすると生活が充実するから

統合的調整

内発的調整

Table 3.1

在日外国人留学生のアルバイト活動における動機づけを表す項目

外的調整

取り入れ的調整

同一化的調整



 

20 

 

2．本調査Ⅰ  

在日外国人留学生を対象としたアルバイト動機づけ尺度の作成  

 

 

目 的  

 

 本調査Ⅰでは，予備調査で作成した予備項目に因子分析を適用することによ

って，アルバイト動機づけ尺度の因子構造と因子項目を決定する。加えて，当

該尺度の信頼性と妥当性を検討する。  

 

 

方 法  

 

 調査時期および調査協力者 2015 年 7 月～ 10 月に，日本の大学，大学院，

日本語学校および専門学校に在籍する留学生 200 名を対象に，講義時間中に質

問紙を配布した。1 週間後の同じ授業で回答を記入した質問紙を回収する際に，

172 部が回収でき，記入もれや回答ミスのあるデータ，および，アルバイト経

験がない者のデータ（ 7 名）を除外した。その結果残った有効回答者数 152 名

（男性 70 名，女性 80 名，不明 2 名，平均年齢は 23.30（SD=3.13）歳）のデー

タを本調査の分析対象とした。  

 

 調査内容  

（ 1）アルバイト動機づけ尺度：予備調査で作成した 40 項目を使用した。「ア

ルバイト活動を続けている理由について，以下の項目は，あなたにどの程度あ

てはまるでしょうか。6（非常にあてはまる）から 1（全くあてはまらない）の

数字のうち最も近いもの 1 つを〇で囲んでください」と教示し回答を求めた。  

 なお，本研究の対象は外国人留学生であり，出席率の低下や留年がビザの更

新に影響するため，勉強よりアルバイト活動を優先することが考えにくいこと

から，統合的調整の 7 項目，すなわち ,“ a26．アルバイトが自分にとって他の

ことより大事だと思うから”，“ a27．アルバイトを通じて目標が達成できるので，

他のことより優先したほうがいいと思うから”，“ a28．アルバイトを通じて学校

生活では得られない経験ができるので，他のことより優先したほうがいいと思

うから”，“ a29．アルバイトを通じて日常生活では得られない経験ができるので，

他のことより優先したほうがいいと思うから”，“ a30．アルバイトを通じて自分
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の存在感を感じるので，他のことより優先したほうがいいと思うから”，“ a31．

アルバイトを通じて学校で教えてくれない日本の常識が得られるので，他のこ

とより優先したほうがいいと思うから”，“ a32．アルバイトと勉強が両立できる

ようになりたいので，他のことより優先したほうがいいと思うから”に関して，

「他のこと」とは勉強以外の活動に限られることを補足教示した。  

（ 2）アルバイト活動における満足感：加藤ら（ 2002）が作成した職務満足尺

度（ 10 項目）を用いた。職務満足尺度は仕事に対する満足感を測定するもので

あり，職務内容と対人関係に関する項目によって構成されている。「アルバイト

活動について，以下の項目は，あなたにどの程度あてはまるでしょうか。4（と

てもあてはまる）から 1（あてはまらない）の数字のうち最も近いもの 1 つを

〇で囲んでください。」と教示し回答を求めた。  

（ 3）フェイスシート：「学年」，「年齢」，「性別」，「出身国」，「在留資格」，「ア

ルバイトの職種」，「勤務頻度」，「平均時間」，「アルバイト活動の継続年数」に

ついて調査協力者の基本情報を求めた。  

 

 手続き 各学校の担当教員に，質問冊子の日本語が回答する留学生にとって

平易で分かりやすい表現になっているかについて確認してもらったうえで，講

義時間中において，筆者または授業担当教員によって集団調査を行った。本調

査の目的，調査への参加は自由であること，回答しにくい項目や意味不明の項

目に対しては飛ばしてもいいこと，および，調査による不利益は生じないこと

について口頭で説明したうえで，自宅に質問紙を持ち帰り回答するよう依頼し

た。 1 週間後の同じ講義で回答を記入した質問紙を回収した。  

 

 

結 果  

 

1．調査協力者の内訳  

 分析対象となった調査協力者 152 名の出身国は，中国（ 138 名），韓国（ 6 名），

ベトナム（ 3 名），インド（ 1 名），ミャンマー（ 1 名），ドイツ（ 1 名），ロシア

（ 1 名），不明（ 1 名）であった。アルバイト活動の勤務頻度は週に平均 3.41

（SD=1.08）回，毎回の平均勤務時間は 4.73（SD=1.15）時間，平均継続年数は

14.97 ヶ月（ SD=17.65）であった。また，職務内容については，飲食店のホー

ルスタッフやコンビニの店員のような接客の仕事が最も多く（ 61 名），次は，

飲食店でのキッチンの仕事（ 45 名），スーパーでの惣菜の仕事（ 23 名），工場で
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の製造の仕事（ 14 名），通訳や家庭教師などのような専門性の高い仕事（ 8 名），

不明（ 8 名）となっている。  

 

2．因子構造の決定  

 まず，アルバイト動機づけ尺度 40 項目のうち，天井効果が見られたと考えら

れた 1 項目（項目 24）を削除した。続いて，残りの 39 項目に対して，SPSS 19.0

を用いて，最尤法，プロマックス回転による探索的因子分析を行った。自己決

定理論からは 5 因子構造が予測されるが，第 1 因子から第 6 因子までの固有値

は 10.800， 4.932， 2.872， 2.314， 1.724， 1.584 であり，スクリープロットの減

衰パターンと累積寄与率（ 51.25%）からも 5 因子構造である可能性が示唆され

た。そこで因子数を 5 に指定し，二回目の因子分析を行った。今回作成した尺

度の対象は外国人留学生であり，今後日本語で回答することに係る協力者の負

担を最小限に抑えるため，因子ごとに因子負荷量の大きい 3 項目だけを残すこ

とにした。得られた 15 項目について三度目の因子分析を行ったが，5 因子構造

と項目の因子負荷パターンに変化はなく，多重負荷も認められなかった（ Table 

3.2）。次に，探索的因子分析で得られた 5 因子 15 項目に対し，Amos 19.0 を用

いて確認的因子分析を行った（ Figure 3.1）。その結果，χ²(80)=126.68(p<.01)，

GFI=.91，AGFI=.86，RMSEA=.06，CFI=.97 であり，一定の適合度を有すること

が示された。以上の分析手続きを経ることにより，最終的なアルバイト動機づ

け尺度の 5 因子構造を決定した。  

 第 1 因子は，“ a11.アルバイトを辞めると，周りの人に責任感がないと評価さ

れるのが嫌だから”などの，不安や義務感などを伴ってアルバイト活動を続け

ていることに関する 3 項目から構成されることから「取り入れ的調整」因子と

解釈した。第 2 因子は，“ a3.アルバイトを辞めると，日本での生活が続けられ

ないから”などの，経済的な理由でアルバイト活動をしなければならないこと

に関する項目で構成されることから「外的調整」因子と解釈した。第 3 因子は，

“ a38.アルバイトの仕事そのものが好きだから”などの，アルバイト活動自体

に対して興味があることに関する 3 項目で構成されることから「内発的調整」

因子と解釈した。第 4 因子は，“ a29.アルバイトを通じて日常生活では得られな

い経験ができるので，他のことより優先したほうがいいと思うから”などの，

自分の価値づけられた目標との適合度が高いことに関する 3 項目から構成され

ることから「統合的調整」因子と解釈した。第 5 因子は，“ a20.アルバイトをす

るが日本語の練習になると思うから”などの，アルバイト活動のもつ価値が認

識され，「重要だ」と思いながら行動することに関する 3 項目から構成されるこ
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とから「同一化的調整」因子と解釈した。これらの 5 因子は，内容的にも自己

決定理論の 5 段階構造，すなわち「内発的調整」，「統合的調整」，「同一化的調

整」，「取り入れ的調整」，「外的調整」にそれぞれ対応するものであることが確

認された。  

 

 

 

1 2 3 4 5 Mean SD 共通性

a11
アルバイトを辞めると，周りの人に責任感がないと評価さ

れるのが嫌だから
.98 .02 .02 -.01 .03 2.74 1.53 .98

a10
アルバイトを辞めると，周りの人に持続力がないと評価さ

れるのが嫌だから
.89 .02 .05 .03 -.06 2.76 1.55 .84

a12
アルバイトを辞めると，日本人に悪い印象を与えるのが嫌

だから
.87 -.04 -.06 -.04 .03 2.89 1.53 .70

a3 アルバイトを辞めると，日本での生活が続けられないから .04 .92 .02 -.01 -.03 3.32 1.61 .87

a2 アルバイトを辞めると，経済的な問題が生じるから -.07 .90 .01 .01 .02 3.89 1.52 .78

a5 アルバイトで生活費を稼がなければならないから .03 .82 -.04 .01 .02 3.97 1.49 .67

a38 アルバイトの仕事そのものが好きだから -.07 .06 1.01 -.07 .00 3.08 1.33 .94

a39 アルバイトの仕事内容がおもしろいから -.03 -.03 .81 .06 .01 3.01 1.34 .67

a37 アルバイトに熱中することが好きだから .12 -.05 .74 .08 -.01 3.26 1.37 .66

a29
アルバイトを通じて日常生活では得られない経験ができる

ので，他のことより優先したほうがいいと思うから
-.08 -.03 -.04 1.01 -.03 3.53 1.26 .94

a31
アルバイトを通じて学校で教えてくれない日本の常識が得

られるので，他のことより優先したほうがいいと思うから
.02 .07 .00 .76 .03 3.74 1.31 .62

a28
アルバイトを通じて学校生活では得られない経験ができる

ので，他のことより優先したほうがいいと思うから
.06 -.03 .11 .75 .03 3.45 1.34 .67

a20 アルバイトをすることが日本語の練習になると思うから .03 -.02 -.04 .00 .91 4.87 1.04 .82

a23 アルバイトをすると，日本語が上達すると思うから -.05 .01 .11 -.13 .76 4.64 1.12 .58

a21 .01 .03 -.08 .19 .59 4.84 0.97 .41

3.07 2.65 3.07 3.00 2.06

5 Ŭ=.79

Table 3.2

N=152

1．取り入れ的調整（Ŭ=.94）

2 Ŭ=.91

3 Ŭ=.89

4 Ŭ=.88
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 各因子の信頼性を確認するため，α 係数および項目間相関を算出したところ，

「内発的調整（ α=.89，項目間相関の範囲は .66～ .78，平均値は .73）」，「統合的

調整（α=.88，項目間相関の範囲は .64～ .77，平均値は .72）」，「同一化的調整（α=.79，

項目間相関の範囲は .44～ .67，平均値は .56）」，「取り入れ的調整（α=.94，項目

間相関の範囲は .76～ .90，平均値は .83）」，「外的調整（α=.91，項目間相関の範

囲は .72～ .82，平均値は .77）」といずれも一定の内的整合性を示した（ Table 3 .2）。 

 

3．連続性仮説による妥当性検討  

 各因子に含まれる項目平均値を下位尺度得点として算出し，下位尺度間の相

関係数および記述統計量を求めた（ Table 3.3）。内発的調整と統合的調整の相関

係数は r =.40（ p<.01），統合的調整と同一化的調整は r =.25（ p<.01），取り入れ

的調整と外的調整は r =.24（ p<.01）であり，理論的に隣り合う動機づけタイプ

の間に正の相関が見られた。また，理論的に最も離れた内発的調整と外的調整

の間には有意な相関は認めらなかった（ r =.14，n.s.）。同一化調整と取り入れ的

調整の間には有意な正の相関がみられなかったが（ r =.06， n.s.），それ以外は，

概ね理論的に隣り合う動機づけタイプの間に正の相関があることが確認された。 

 

a38 a39 a37 a29 a28 a31 a20 a23 a21 a11 a10 a12 a3 a2 a5

e38 e39 e37 e29 e28 e31 e20 e23 e21 e11 e10 e12 e3 e2 e5

Figure 3.1.　アルバイト動機づけ尺度の確認的因子分析の結果

外的

調整 調整 調整 的調整 調整

内発的 統合的 同一化的 取り入れ

.93 .84 .81 .92 .84 .80 .91 .73 .62 1.00 .91 .83 .94 .88 .81

.18

.32 .18

-.09

.28.10.25.41

.21 .23
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4．職務満足感との関連  

 職務満足尺度に対して，最尤法，プロマックス回転による因子分析を実施し

た。加藤ら（ 2002）で得られた因子数 2 を指定した結果，ほぼ同じ因子構造が

再現された（ Table 3.4，因子名は加藤ら（ 2002）による）。各因子の信頼性係数

は α=.75， .81 であった。次に，アルバイト動機づけと職務満足感との関連を検

討するため， 5 つの動機づけタイプと「職務内容因子」，「対人関係因子」との

相関係数を求めた（ Table 3.5）。「職務内容因子」に関しては，自己決定性のも

っとも高い動機づけタイプである内発的調整（ r =.47， p<.01）と中程度の正の

相関，次に自己決定性の高い統合的調整（ r =.25，p<.01）や，同一化的調整（ r =.23，

p<.01）とは低い正の相関を示した。一方，自己決定性の低い動機づけタイプで

ある取り入れ的調整（ r =.01，n.s.）や，外的調整（ r =.00，n.s.）との間には有意

な相関が見られなかった。以上の結果は，自己決定理論から導かれる作業仮説

を支持するものである。なお，「対人関係因子」に関しては，内発的調整（ r =.17，

p<.05），および，統合的調整（ r =.17，p<.05）との間に弱い正の相関が得られた

のみであり，自己決定性との関連は微弱であることが伺われる結果であった。  

 

 Mean SD

3．内発的調整 ― 3.12 1.22

4．統合的調整 .40 ** ― 3.57 1.17

5．同一化的調整 .21 ** .25 ** ― 4.79 0.88

1．取り入れ的調整 .30 ** .22 ** .06 ― 2.79 1.45

2．外的調整 .14 .18 * -.05 .24 ** ― 3.73 1.42

**p<.01，*p<.05

Table 3.3

アルバイト動機づけ尺度の下位尺度間相関の結果（N=152）

3 4 5 1 2
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項　目 Ⅰ Ⅱ Mean SD 共通性

b6 アルバイトの仕事に熱中している .92 -.18 2.36 0.90 .76

b9 自分の能力を十分発揮できている .61 -.02 2.48 0.89 .36

b7 店の売り上げに，自分の仕事内容が影響している .49 .10 2.30 1.02 .29

b8 アルバイト先に貢献している .49 .01 2.66 0.77 .24

b1 現在にアルバイトにやりがいがある .41 .13 2.63 0.86 .23

b5 アルバイトには充実感がある .40 .34 2.89 0.83 .38

b3 先輩や後輩との人間関係は良好である -.08 .81 3.09 0.73 .61

b4 アルバイト仲間は協力的で，満足している .11 .77 2.95 0.80 .67

b10 アルバイト仲間とはうまくやっている -.10 .72 2.99 0.74 .47

b2 社員との関係に満足している .10 .58 2.72 0.87 .49

2.43 2.62

Ⅰ．職務内容因子

Ⅱ．対人関係因子 .38

職務満足尺度の因子分析および因子間相関の結果（最尤法，プロマックス回転，N=152）

Ⅰ．職務内容因子(Ŭ=.75)

Ⅱ．対人関係因子(Ŭ=.81 )

Table 3.4

 

職務満足尺度

職務内容 .47 ** .25 ** .23 ** .01 .00

対人関係 .17 * .17 * .14 .10 -.04

Table 3.5

**p<.01，*p<.05

アルバイト持続動機づけ尺度と職務満足尺度との相関係数（N=152）

アルバイト動機づけ尺度

内発的調整 統合的調整 同一化的調整 取り入れ的調整 外的調整
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3．本調査Ⅱ  

アルバイト動機づけ尺度の再検査信頼性の検討  

 

 

目 的  

 

 本調査Ⅱでは，本調査Ⅰで作成したアルバイト動機づけ尺度の信頼性を確認

するため，同一の対象者に 2 回にわたって調査を行い，尺度の再検査信頼性に

ついて検討する。  

 

 

方 法  

 

 調査時期および調査協力者 2015 年 12 月（以下 Time 1 とする）～ 2016 年 1

月（以下 Time 2 とする）に，日本の大学，大学院および日本語学校に在籍する

外国人留学生 86 名に対して，講義時間を利用して 2 回の質問紙調査を行った。

Time 1 と Time 2 の測定間隔は 4 週間であった。同一協力者の 2 回の回答を匿名

で照合するため，携帯電話番号の下 4 桁を参照した。  

 

 調査内容および手続き  調査内容は（ 1）予備調査で作成したアルバイト動

機づけ尺度の予備項目（ 40 項目）と（ 2）フェイスシート（年齢，性別，在留

資格，アルバイトの職種，勤務時間，継続年数，携帯電話番号の下 4 桁）から

なった。調査手続きは，各学校の担当教員に，質問冊子の日本語が回答する留

学生にとって平易で分かりやすい表現になっているかについて確認してもらっ

たうえで，講義時間中において，筆者または授業担当教員によって集団調査を

行った。本調査の目的，調査への参加は自由であること，回答しにくい項目や

意味不明の項目に対しては飛ばしてもいいこと，および，調査による不利益は

生じないことについて口頭で説明したうえで，質問紙への回答を依頼し，その

場で回収した。  

 

 

結 果  

 

1．調査協力者の内訳  



 

28 

 

 Time 1 と Time 2 の 2 時点双方での回答が確認された 72 名（男性 20 名，女性

51 名，不明 1 名，平均年齢は 22.04（SD=3.26）歳）のデータを分析対象とした。

協力者の出身国は中国（ 51 名），ベトナム（ 14 名），韓国（ 3 名），カンボジア

（ 2 名），ロシア（ 1 名），セルビア（ 1 名）であった。  

 

2．因子構造の確認  

 Time 1 と Time 2 についてそれぞれ本調査Ⅰと同じ手順で因子分析（最尤法，

プロマックス回転）を行った結果，本調査Ⅰと同様の 5 因子構造および項目の

因子負荷パターンが再現できることを確認した。また，Time 1 のデータに対し

て確認的因子分析を行った結果， χ² (80)=103.25(p<.05)， GFI=.85， AGFI=.77，

RMSEA=.06，CFI=.97 であり，一定の適合度を有することが示された。  

 各因子の α 係数は，Time 1 では因子 1「取り入れ的調整」が α=.91，因子 2「外

的調整」が α=.94，因子 3「内発的調整」が α=.83，因子 4「統合的調整」が α=.76，

因子 5「同一化的調整」が α=.87 であり， Time 2 では因子 1「取り入れ的調整」

が α=.95，因子 2「外的調整」が α=.91，因子 3「内発的調整」が α=.85，因子 4

「統合的調整」が α=.93，因子 5「同一化的調整」が α=.86 であった。いずれも

十分な信頼性を示す値であった。  

 

3．再検査信頼性の検討  

 アルバイト動機づけ尺度の各因子の得点について Time 1 と Time 2 の相関係

数を算出したところ，因子 1「取り入れ的調整」が r =.73（ p<.01），因子 2「外

的調整」が r =.75（ p<.01），因子 3「内発的調整」が r =.73（ p<.01），因子 4「統

合的調整」が r =.62（ p<.01），因子 5「同一化的調整」が r =.70（ p<.01）であっ

た。以上の結果から，アルバイト動機づけ尺度は高い再検査信頼性を有するこ

とが示された。  
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4．考 察  

 

 本章の目的は，有機的統合理論に立脚することにより，在日外国人留学生を

対象としたアルバイト動機づけ尺度を作成し，その信頼性と妥当性を検討する

ことであった。予備調査では，半構造化面接調査によって在日外国人留学生の

アルバイト動機づけに関する項目を収集し，予備項目（ 40 項目）を作成した。

本調査Ⅰでは，予備調査で作成した予備項目を対象に探索的因子分析および確

証的因子分析を行い，最終的に，有機的統合理論の 5 つの動機づけタイプに対

応した 5 因子構造（各因子の負荷項目は 3 項目ずつ，計 15 項目）を決定した。

各因子の信頼性係数 α は .80 以上であり，十分な内的整合性を有すると判断さ

れた。下位尺度間相関から，概ね理論的に隣り合う動機づけタイプの間に正の

相関があることが確認された。ただし，隣り合う因子である「取り入れ的調整」

と「同一化的調整」の間にほとんど相関が見られなったことについては，今後

の検討が必要であろう。また，職務満足度（加藤ら， 2002）との相関係数は，

自己決定性の高い動機づけの方が高い値を示した。加えて，本調査Ⅱでは，再

検査信頼性も十分な水準であることが示された。以上の結果は，本研究で作成

した在日外国人留学生を対象としたアルバイト動機づけ尺度の信頼性および妥

当性を示すものである。  

 本研究で作成したアルバイト動機づけ尺度は， 5 つの因子，すなわち「内発

的調整」，「統合的調整」，「同一化的調整」，「取り入れ的調整」，「外的調整」か

ら構成される。従来の研究ではアルバイトをする理由として金銭的側面，すな

わち，自己決定性の低い「外的調整」が指摘されてきた。例えば，『平成 25 年

度私費外国人留学生生活実態調査概要』によると，アルバイトに従事する理由

について，「日本での生活を維持するために必要だから」と回答した者は全体の

約 7 割（ 69.2％）に至っている（独立行政法人日本学生支援機構，2014）。本研

究では「内発的調整」や「統合的調整」，「同一化的調整」といった自己決定性

の高い動機づけの存在が確認された。この結果は，少なくとも一部の外国人留

学生は，アルバイト活動自体に楽しさを感じ，アルバイトを自分自身の成長の

糧と認識して，アルバイト活動を持続していることを示すものである。在日外

国人留学生にとってアルバイトを行うことは，日本人青年と同様に，貴重な社

会体験の場になっていることが窺われる。また，日本文化についての理解（ a28, 

a29,  a31）および日本語の習得（ a20, a23）への欲求を表す項目が得られ，在日

外国人留学生特有の動機づけが明らかとなった。  

 また，アルバイト動機づけ尺度の「内発的調整」は，職務満足尺度（加藤ら，



 

30 

 

2002）の「職務内容因子」と中程度の相関を示しており，自己決定性が高いほ

ど職務内容に対する満足感が高くなることが示された。「内発的調整」と「対人

関係因子」の間にも弱い相関が認められた。自己決定性の高い動機づけタイプ

であるほど，高い職務満足感をもたらし，アルバイト活動における適応感を高

めると考えられる。また，今回の調査協力者の大半は中国人留学生（全体の 90％）

であり，文化差も含めて，彼らの人間関係の特質を反映した結果である可能性

も指摘される。在日外国人留学生の出身国による違いも含めた今後の検討が必

要であろう。  

 厚生労働省（ 2018）によると，アルバイト活動に従事している留学生（計

259,604 人）の主たる出身国は，中国が 76,520 人（全体の 21％），ベトナムは

98,528 人（全体の 41％）であるのに対し，調査Ⅰの対象者の出身国は中国が

138 人（ 90％）でベトナムが 3 人（ 2％），調査Ⅱは中国が 51 人（ 71％）でベト

ナムが 14 人（ 19％）であった。したがって，本研究の結果は母集団比率に対し

て中国人留学生の特性を大きめに反映している可能性が指摘される。ベトナム

人の比率が増加した調査Ⅱにおいても調査Ⅰと同じ因子構造を示したことから，

本研究で得られた因子構造には一定の安定性がある可能性は示唆されたが，本

尺度を使用する際には，アジア系特に中国人留学生を母集団として標準化され

ていることに注意する必要があるであろう。  

 外国人留学生が増加し，その多くがアルバイト活動を体験しているという現

状にもかかわらず，在日外国人留学生のアルバイト活動に関する体系的な研究

は始まったばかりである。アルバイト活動は社会化を促す有益な活動であり，

その後の就職を考える良い機会になると考えられる。優秀な在日外国人留学生

を国内の企業に誘致するためには，アルバイト活動を契機に，仕事に対する動

機づけを高め，その自己決定性へのサポートを行い，留学生の仕事満足感およ

び生活全体の幸福感を高めることが必要であろう。本研究で作成したアルバイ

ト動機づけ尺度を研究の道具として有効に活用することによって，今後の研究

が飛躍的に発展することが期待される。  

 

 

 

 

 



 

 

第 4 章  

アルバイト動機づけ尺度の因子的妥当性に関する検討  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脚注  

本章の内容の一部は岡山心理学会第 65 回大会で発表され，学会発表論文集に収

録されている。また，「岡山大学大学院社会文化科学研究科紀要」に掲載された

論文に含まれている。  
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問題と目的  

 

 第 3 章では，動機づけ研究の観点から在日外国人留学生のアルバイト活動を

検討するため，自己決定理論における有機的統合理論に立脚したアルバイト動

機づけ尺度を作成し，その信頼性と妥当性について検討を行った。その結果，

「内発的調整」，「統合的調整」，「同一化的調整」，「取り入れ的調整」，「外的調

整」の 5 因子で構成されるアルバイト動機づけ尺度が作成された。自己決定理

論とは，内発的動機づけ（ in trinsic motivat ion）と外発的動機づけ（ extr insic 

motivat ion）を自己決定性の程度という連続帯の上で統合して捉える理論である

（Deci & Ryan,  1985; Ryan & Deci ,  2000）。自己決定理論では，内発的動機づけ

を「内発的調整（ in tr insic regulat ion）という最も自己決定性の高い段階に位置

づけている。そして，外発的動機づけを自己決定的な順に，「統合的調整

（ in tegrated regulat ion）」，「同一化的調整（ identif ied regulat ion）」，「取り入れ的

調整（ in trojected regulat ion）」，「外的調整（ external regulat ion）」と分類してい

る。在日外国人留学生を対象としたアルバイト動機づけ尺度は，探索的因子分

析の結果から，「内発的調整」，「統合的調整」，「同一化的調整」，「取り入れ的調

整」，「外的調整」の 5 つの下位尺度を有することが明らかとなった。「内発的調

整」は“アルバイトの仕事そのものが好きだから”などの，アルバイト活動自

体に対して興味があることに関する 3 項目で構成されている。「統合的調整」は

“アルバイトを通じて日常生活では得られない経験ができるので，他のことよ

り優先したほうがいいと思うから”などの，自分の価値づけられた目標との適

合度が高いことに関する 3 項目から構成されている。「同一化的調整」は“アル

バイトをすることが日本語の練習になると思うから”などの，アルバイト活動

のもつ価値が認識され，「重要だ」と思いながら行動することに関する 3 項目か

ら構成されている。「取り入れ的調整」は“アルバイトを辞めると，周りの人に

責任感がないと評価されるのが嫌だから”などの，不安や義務感などを伴って

アルバイト活動を続けていることに関する 3 項目から構成されている。「外的調

整」は“アルバイトを辞めると，日本での生活が続けられないから”などの，

経済的な理由でアルバイト活動をしなければならないことに関する 3 項目で構

成されている。これらの 5 つの下位尺度は，内容的にも自己決定理論の 5 段階

構造，すなわち「内発的調整」，「統合的調整」，「同一化的調整」，「取り入れ的

調整」，「外的調整」にそれぞれ対応するものであることが確認された。  

 また，アルバイト動機づけ尺度の信頼性は内的整合性と再検査法によって検

証されている。内的整合性は α=.79～ .94（第 3 章（本調査Ⅰ）），α=.76～ .94（第
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3 章（本調査Ⅱ・ Time 1）），α=.85～ .95（第 3 章（本調査Ⅱ・Time 2））と，十

分で安定した値が見出されている。再検査法では， 4 週間の間隔をあけた 2 回

のデータの相関係数は「内発的調整」が r =.73（ p<.01），「統合的調整」が r =.62

（ p<.01），「同一化的調整」が r =.70（ p<.01），「取り入れ的調整」が r =.73（ p<.01），

「外的調整」が r =.75（ p<.01）であった（第 3 章（本調査Ⅱ））。アルバイト動

機づけ尺度の妥当性は，内容的妥当性と構成概念妥当性について検証されてい

る。内容的妥当性は，心理学を専門とする大学教員 2 名（そのうち，動機づけ

研究を専門とする教員 1 名），心理学を専門とする大学院生および学部生数名に

よって確認された。また，今回作成した尺度の対象は外国人留学生なので，中

国人留学生 2 名と韓国人留学生 1 名によって各項目の日本語が平易であること

が確認された。構成概念妥当性は，各因子に含まれる項目平均値を下位尺度得

点として算出し，下位尺度間の相関係数を求めた。概ね理論的に隣り合う動機

づけタイプの間に正の相関があり，離れた動機づけタイプの間に有意な相関が

見られなく，自己決定理論における連続仮説が支持された。また，職務満足尺

度（加藤・伊藤・石橋・小石， 2002）との相関を求めた結果，自己決定性の高

い動機づけであるほど高い職務満足度を示した。以上の結果は，アルバイト動

機づけ尺度が一定の信頼性と妥当性を有することを示すものである。  

 学習や対人関係，職業などのさまざまな研究領域において，自己決定理論に

基づいて動機づけを測定する尺度が作成され，それらの尺度を用いて多くの相

関研究が行われている。しかしながら，研究領域やサンプルにより，因子構造

が異なる可能性が指摘されている。Ryan & Connell (1989) は，内発的動機づけ，

同一化的調整，取り入れ的調整，外的調整の 4 下位尺度からなる Self-Regulat ion 

Quest ionnaire (SRQ) を作成しており，多くの動機づけ尺度がそれに基づいて作

成された。例えば，岡田（ 2005）は「内発」，「同一化」，「取り入れ」，「外的」

の 4 下位尺度を想定し，友人関係に対する動機づけを測定する尺度を作成して

いる。また，西村・河村・櫻井（ 2011）では，中学生における内発的な学習動

機づけと同一化的な学習動機づけの学業に対する影響の相違を検討するため，

「内的調整」，「同一化的調整」，「取り入れ的調整」，「外的調整」からなる自律

的学習動機尺度が作成されている。櫻井（ 2012）は，学習活動を対象とした実

証研究では，統合的調整と内発的調整を一緒にした「内的調整」が最もよく見

出されていると述べている。一方，永作・新井（ 2003）は高校という新しい学

校環境への進学動機を測定するため，「統合的・内的調整」，「同一化的調整」，

「外的・取り入れ的調整」の 3 因子からなる自律的高校進学動機尺度を作成し

ている。また，アルバイト活動に関する研究では，加藤ら（ 2002）は日本人大
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学生を対象としたアルバイト動機づけ尺度を作成し，探索的因子分析によって

「内的調整」，「統合的調整」，「同一化的調整」，「取り入れ的調整」，「外的調整」

の 5 因子構造を確認している。研究領域によって因子構造および尺度内容が異

なり，第 3 章で作成した在日外国人留学生を対象としたアルバイト動機づけ尺

度の因子構造を確認するため，尺度の因子的妥当性について検討を行う必要が

あると考えられる。  

 これまでの多くの研究では，探索的因子分析を用いて因子構造が決定されて

いるが，近年，探索的因子分析を用いた研究の限界が指摘されている。例えば，

探索的因子分析は抽出する因子数に絶対的な基準がなく，因子数の決定や因子

の解釈・命名が分析者の判断に任せられることが多いので，仮説の検証には使

用できない（古谷野・柴田・芳賀・須山，1989）。これらの問題に対して，江口・

戸梶（ 2007）は確認的因子分析によってモデルの妥当性を検証することを推奨

している。確認的因子分析は理論を基に設定されたモデルを実際のデータにあ

てはめて，そのモデルの適合度を検討し，仮説の検証を行うことができる（古

谷野他，1989）。本研究の目的は，確認的因子分析を使用することにより，第 3

章で作成したアルバイト動機づけ尺度の因子的妥当性について検討することで

ある。また，岡田・中山（ 2011）は，友人関係への動機づけ尺度（岡田，2005）

の 4 下位尺度得点に対して探索的因子分析を行い，内発的動機づけと同一化的

調整からなる自律的動機づけと，取り入れ的調整と外的調整からなる統制的動

機づけという 2 因子が抽出された。本研究では，アルバイト動機づけ尺度にお

いて，内発的動機づけ，統合的調整，同一化的調整からなる「自律的な動機づ

け」と，取り入れ的調整と外的調整からなる「統制的な動機づけ」という 2 つ

の高次因子を仮定し，高次因子分析モデルについて検討する。  

 

 

方 法  

 

 調査時期および調査協力者 2015 年 7 月から 2017 年 1 月まで，日本の大学，

大学院，専門学校および日本語学校に在籍する中国人留学生を対象に，質問紙

調査による調査を 3 回（第 1 回目：第 3 章の本調査Ⅰ；第 2 回目：第 3 章の本

調査Ⅱ・Time 1；第 3 回目： 2017 年 1 月）実施した。記入もれや回答ミスのあ

るデータ，および，アルバイト経験のない者のデータを除き，有効回答者 363

名（男性 148 名，女性 208 名，平均年齢は 22.56 歳（SD=2.94））を分析対象と

した。  
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 調査内容  

（ 1）アルバイト動機づけ尺度（第 3 章で作成した 15 項目）を用いた。但し，

第 3 章では質問項目の取捨と因子構造の検討を目的としたため，調査時にはア

ルバイト動機づけ尺度 15 項目が含まれた 40 項目の尺度を使用した。「アルバイ

ト活動を続けている理由について，以下の項目は，あなたにどの程度あてはま

るでしょうか。6（非常にあてはまる）から 1（全くあてはまらない）の数字の

うち最も近いもの 1 つを〇で囲んでください」と教示し回答を求めた。  

（ 2）フェイスシート：学年，年齢，出身国，在留資格，アルバイトの職種，

勤務時間（時間 /回），勤務頻度（回数 /週），継続年数について調査協力者の基

本情報を求めた。  

 

 手続き 各学校の担当教員に，質問冊子の日本語が回答する留学生にとって

平易で分かりやすい表現になっているかについて確認してもらったうえで，講

義時間中，また，留学生寮で開催された退去オリエンテーションの終了時に，

筆者または授業担当教員によって集団調査を行った。本調査の目的，調査への

参加は自由であること，回答しにくい項目や意味不明の項目に対しては飛ばし

てもいいこと，および，調査による不利益は生じないことについて口頭で説明

した。  

なお，第 1 回目（第 3 章の本調査Ⅰ）では，自宅に質問紙を持ち帰り回答す

るよう依頼し， 1 週間後の同じ授業で回答を記入した質問紙を回収した。第 2

回目（第 3 章の本調査Ⅱ・Time 1）および 2017 年 1 月に実施した調査は時間内

に質問紙を回収した。  

 

 確認的因子分析のモデル  確認的因子分析に用いるモデルを設定するため

に，探索的因子分析と下位尺度得点を用いた二次因子分析を行った。その結果

および先行研究，自己決定理論の理論的検討を踏まえてモデルを設定し，確認

的因子分析を行った。モデルの適合度の指標としては，χ²検定，GFI（Goodness 

of Fi t  Index ）， AGFI （ Adjust GFI ）， RMSEA （ Root Mean Square Error of  

Approximation），CFI（Comparative Fit  Index）AIC（Akaike’s information cri ter ion）

を取り上げた。  
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結 果  

 

1．調査協力者の内訳  

 分析対象者となった調査協力者 363 名の平均勤務時間は 15.30 時間 /週

（SD=3.98）であり，アルバイト活動の平均継続年数は 11.59 ヵ月（SD=14.00）

であった。また，職務内容については，飲食店の洗い場やキッチン，スーパー

の惣菜，配達，工場などのような接客ではない仕事が最も多く（ 176 名），次は，

飲食店のホールスタッフやコンビニの店員，スーパーのレジ，販売などのよう

な接客の仕事（ 161 名），通訳や家庭教師，介護職員のような専門性の高い仕事

（ 18 名），不明（ 8 名）となっている。  

 

2．探索的因子分析の結果  

 アルバイト動機づけ尺度の因子構造の再現性を確認するために，SPSS24.0 を

用いて，探索的因子分析（最尤法，プロマックス回転）を行った。その結果，

第 1 因子から第 5 因子までの固有値は 4.596， 2.339， 1.860， 1.781， 1.361 であ

ることから 5 因子構造である可能性が示唆され，想定した 5 因子，すなわち「内

発的調整」因子，「統合的調整」因子，「同一化的調整」因子，「取り入れ的調整」

因子，「外的調整」因子が抽出された（ Table 4 .1）。各因子に含まれる項目も第

3 章の本調査Ⅰと同一であり，因子構造の再現性が確認された。さらに，すべ

ての項目が主因子に対して .50 以上の因子負荷量を示し，かつ，他の因子に対

して最も高い負荷量は .10 という単純構造を示していた。信頼性係数 α は .79

～ .91 であり，十分な内的整合性が確認された（ Table 4 .1）。下位尺度得点間の

相関係数を Table 4.2 に示す。  
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1 2 3 4 5 Mean SD 共通性

a5
アルバイトを辞めると，周りの人に責任感

がないと評価されるのが嫌だから
.95 .00 .00 .04 .03 2.76 1.56 .92

a4
アルバイトを辞めると，周りの人に持続力

がないと評価されるのが嫌だから
.87 .04 .04 .01 .01 2.74 1.55 .81

a6
アルバイトを辞めると，日本人に悪い印象

を与えるのが嫌だから
.83 -.04 -.03 -.06 -.03 2.85 1.57 .64

a2
アルバイトを辞めると，日本での生活が続

けられないから
.03 .89 -.01 .03 -.06 2.89 1.62 .82

a3
アルバイトで生活費を稼がなければならな

いから
-.02 .88 -.02 .00 .01 3.42 1.64 .76

a1
アルバイトを辞めると，経済的な問題が生

じるから
-.01 .84 .02 -.05 .06 3.46 1.62 .69

a14 アルバイトの仕事そのものが好きだから -.04 -.00 .99 -.05 .00 3.07 1.32 .92

a15 アルバイトの仕事内容がおもしろいから .01 .01 .75 .00 .01 3.06 1.28 .58

a13 アルバイトに熱中することが好きだから .05 -.03 .72 .07 -.03 3.17 1.31 .57

a11

アルバイトを通じて日常生活では得られな

い経験ができるので，他のことより優先し

たほうがいいと思うから

-.04 -.02 -.04 .97 .00 3.48 1.29 .88

a10

アルバイトを通じて学校生活では得られな

い経験ができるので，他のことより優先し

たほうがいいと思うから

.02 .07 .07 .78 .01 3.43 1.35 .71

a12

アルバイトを通じて学校で教えてくれない

日本の常識が得られるので，他のことより

優先したほうがいいと思うから

.01 -.06 .00 .69 .01 3.77 1.19 .47

a7
アルバイトをすることが日本語の練習にな

ると思うから
.04 -.06 -.07 -.02 .86 4.73 1.11 .72

a9
アルバイトをすると，日本語が上達すると

思うから
-.05 .01 .06 -.03 .82 4.58 1.15 .68

a8
アルバイトをすることは留学生活の一環だ

と思うから
.00 .08 .01 .10 .57 4.78 1.06 .38

2.91 2.78 2.96 2.90 2.02

4. 統合的調整（Ŭ=.85）

5. 同一化的調整（Ŭ=.79）

因子寄与

Table 4.1

N=363

1. 取り入れ的調整（Ŭ=.91）

2. 外的調整（Ŭ=.90）

3. 内発的調整（Ŭ=.86）

3 4 5 1 2

3．内発的調整 ―

4．統合的調整 .42 ** ―

5．同一化的調整 .23 ** .19 ** ―

1．取り入れ的調整 .27 ** .23 ** .09 ―

2．外的調整 .19 ** .22 ** .09 .28 ** ―

Table 4.2

**p <.01

アルバイト動機づけ尺度の下位尺度得点間相関（N=363）
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 また，先行研究に基づいて 4 因子構造を検討するために， 4 因子を指定した

探索的因子分析（最尤法，プロマックス回転）を行った。その結果， 5 因子構

造における「内発的調整」因子と「統合的調整」因子が 1 つの因子になり，「内

発・統合的調整」因子，「同一化的調整」因子，「取り入れ的調整」因子，「外的

調整」因子からなる 4 因子構造が見られた（ Table 4 .3）。信頼性係数 α は .79～ .91

であり，十分な内的整合性が確認された（ Table 4.3）。下位尺度得点間の相関係

数を Table 4.4 に示す。  

 

 

1 2 3 4 Mean SD 共通性

a11

アルバイトを通じて日常生活では得られ
ない経験ができるので，他のことより優
先したほうがいいと思うから

.93 -.09 -.03 -.07 3.48 1.29 .78

a10

アルバイトを通じて学校生活では得られ
ない経験ができるので，他のことより優
先したほうがいいと思うから

.87 -.03 .05 -.04 3.43 1.35 .75

a12

アルバイトを通じて学校で教えてくれな
い日本の常識が得られるので，他のこと
より優先したほうがいいと思うから

.73 -.04 -.07 -.05 3.77 1.19 .47

a13 アルバイトに熱中することが好きだから .41 .14 -.01 .09 3.17 1.31 .25

a14 アルバイトの仕事そのものが好きだから .41 .09 .03 .17 3.07 1.32 .28

a15 アルバイトの仕事内容がおもしろいから .37 .10 .03 .15 3.06 1.28 .23

a5
アルバイトを辞めると，周りの人に責任
感がないと評価されるのが嫌だから

.05 .94 .00 .00 2.76 1.56 .92

a4
アルバイトを辞めると，周りの人に持続
力がないと評価されるのが嫌だから

.04 .87 .04 .00 2.74 1.55 .82

a6
アルバイトを辞めると，日本人に悪い印
象を与えるのが嫌だから

-.07 .84 -.05 -.05 2.85 1.57 .64

a2
アルバイトを辞めると，日本での生活が
続けられないから

.02 .02 .89 -.07 2.89 1.62 .82

a3
アルバイトで生活費を稼がなければなら
ないから

-.01 -.03 .88 .00 3.42 1.64 .76

a1
アルバイトを辞めると，経済的な問題が
生じるから

-.04 -.01 .84 .06 3.46 1.62 .69

a9
アルバイトをすると，日本語が上達する
と思うから

-.01 -.06 .00 .86 4.58 1.15 .72

a7
アルバイトをすることが日本語の練習に
なると思うから

-.04 .01 -.06 .82 4.73 1.11 .65

a8
アルバイトをすることは留学生活の一環
だと思うから

.12 -.02 .08 .56 4.78 1.06 .38

3.23 2.92 2.78 2.06

Table 4.3

4．同一化的調整（Ŭ=.79）

因子寄与

アルバイト動機づけ尺度の因子分析の結果（因子数を4に指定）

（最尤法，プロマックス回転，N=363）

1．内発・統合的調整（Ŭ=.84）

2．取り入れ的調整（Ŭ=.91）

3．外的調整（Ŭ=.90）
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3．下位尺度得点による二次因子分析  

 アルバイト動機づけ尺度の 5 因子構造において， 5 つの下位尺度得点を用い

て二次因子分析（主因子法，プロマックス回転）を行った。固有値 1 以上の基

準を適用した結果，1 因子が抽出された（ Table 4.5）。2 番目に大きい固有値が .99

であったこと，および，岡田（ 2009）や岡田・中山（ 2011），山口（ 2012）の議

論を踏まえて因子数を 2 に指定し，主因子法・プロマックス回転による因子分

析を行った（ Table 4.6）。第 1 因子は「内発的調整」と「統合的調整」，「同一化

的調整」が高い負荷量を示したことから，「自律的な動機づけ」因子と解釈した。

第 2 因子は「外的調整」と「取り入れ的調整」によって構成されることから，

「統制的な動機づけ」因子と解釈した。  

 

 

 

 

 

 

1 4 2 3

1．内発・統合的調整 ―

4．同一化的調整 .25 ** ―

2．取り入れ的調整 .30 ** .09 ―

3．外的調整 .24 ** .08 .28 ** ―

アルバイト動機づけ尺度の下位尺度得点間相関（N=363）

**p <.01

Table 4.4

F1

内発的調整 .64

統合的調整 .61

取り入れ的調整 .44

外的調整 .38

同一化的調整 .30

Table 4.5

5因子構造におけるの二次因子分析（固有値1を基準）

（主因子法，プロマックス回転，N=363
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 次に， 4 因子構造においても同様に二次因子分析を行った（ Table 4 .7,  Table 

4.8）。因子数を 2 に指定した因子分析の結果， 5 因子構造と同様に「自律的な

動機づけ」因子と「統制的な動機づけ」因子が見られたが，内発・統合的調整

が 2 つの主因子に対して高い因子負荷量を示し，二重負荷であった（ Table 4.8）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

F1 F2

F1. 自律的な動機づけ

　内発的調整 .72 -.02

　統合的調整 .53 .10

　同一化的調整 .36 -.05

F2. 統制的な動機づけ

　外的調整 -.07 .59

　取り入れ的調整 .07 .48

F1 F2

F1

F2 .62

Table 4.6

5因子構造における二次因子分析（因子数を2に指定）

（主因子法，プロマックス回転，N=363）

F1

内発・統合的調整 .62

取り入れ的調整 .51

外的調整 .44

同一化的調整 .28

Table 4.7

4因子構造における二次因子分析（固有値1を基準）

（主因子法，プロマックス回転，N=363
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4．確認的因子分析による因子的妥当性の検証  

 前述の分析結果および先行研究を踏まえて，アルバイト動機づけ尺度の因子

的妥当性を検証するために，6 つのモデルを設定した。モデル 1 は，5 因子構造

において，各項目は抽出された 5 つの１次因子（「内発的調整」，「統合的調整」，

「同一化的調整」，「取り入れ的調整」，「外的調整」）のいずれか１つの因子にの

み負荷し，測定誤差項（ e）を有している。そして，１次因子間の相関を仮定し

た斜交モデルである（ Figure 4.1）。モデル 2 は， 5 因子構造を基に，１次因子

がより高次の 2 次因子（「動機づけ」）に対して負荷し，誤差項を有している高

次因子分析モデルである（ Figure 4 .2）。モデル 3 は， 5 つの因子の高次因子と

して「自律的な動機づけ」と「統制的な動機づけ」の 2 因子を想定し，さらに，

高次因子間の相関を仮定した高次因子分析モデルである（ Figure 4 .3）。モデル

4 は， 4 因子構造において，各項目は抽出された 4 つの１次因子（「内発・統合

的調整」，「同一化的調整」，「取り入れ的調整」，「外的調整」）のいずれか１つの

因子にのみ負荷し，また，１次因子間の相関を仮定した斜交モデルである

（ Figure 4.4）。モデル 5 は， 4 因子構造を基に，１次因子がより高次の 2 次因

子（「動機づけ」）に対して負荷する高次因子分析モデルである（ Figure 4.5）。

モデル 6 は， 4 つの因子の高次因子として「自律的な動機づけ」と「統制的な

動機づけ」の 2 因子を想定し，高次因子間の相関を仮定した高次因子分析モデ

ルである（ Figure 4 .6）。これらの 6 つのモデルについて，確認的因子分析によ

る適合度の検討を行い，その結果は Table 4.9 に示した。  

F1 F2

F1. 統制的な動機づけ

　取り入れ的調整 .64 -.09

　外的調整 .49 .03

F2. 自律的な動機づけ

　同一化的調整 -.13 .53

　内発・統合的調整 .27 .43

F1 F2

F1

F2 .61

Table 4.8

4因子構造における二次因子分析（因子数を2に指定）

（主因子法，プロマックス回転，N=363）
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b14 b15 b13 b11 b10 b12 b9 b7 b8 b5 b4 b6 b2 b3 b1

e14 e15 e13 e11 e10 e12 e9 e7 e8 e5 e4 e6 e2 e3 e1

調整

統合的

調整

同一化的

Figure 4.1.　5因子構造における斜交モデル（モデル1）

調整

取り入れ

的調整

外的

調整

内発的

.93 .78 .77 .90 .86 .68 .84 .81 .60 .96 .90 .78 .90 .87 .83

.20

.29 .27

.06

.33
.11.19.45

.25 .28

b14 b15 b13 b11 b10 b12 b9 b7 b8 b5 b4 b6 b2 b3 b1

e14 e15 e13 e11 e10 e12 e9 e7 e8 e5 e4 e6 e2 e3 e1

Figure 4.2.　5因子構造における高次因子分析モデル（1因子）（モデル2）

e19 外的 e20

調整 調整 調整 的調整 調整

内発的 e16 統合的 e17 同一化的 e18 取り入れ

.93 .78 .77 .90 .86 .68 .84 .82 .60 .97 .90 .78 .90 .87 .83

動機づけ

.65
.66 .30 .48 .40
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b14 b15 b13 b11 b10 b12 b9 b7 b8 b5 b4 b6 b2 b3 b1

e14 e15 e13 e11 e10 e12 e9 e7 e8 e5 e4 e6 e2 e3 e1

Figure 4.3.　5因子構造における高次因子分析モデル（2因子）（モデル3）

取り入れ e19 外的 e20

調整 調整 調整 的調整 調整

自律的な動機づけ 統制的な動機づけ

内発的 e16 統合的 e17 同一化的 e18

.93 .78 .77 .90 .86 .68 .84 .82 .60 .96 .90 .78 .90 .87 .83

.69 .66 .32 .51.64

.66

b14 b15 b13 b10 b11 b12 b9 b7 b8 b5 b4 b6 b2 b3 b1

e14 e15 e13 e10 e11 e12 e9 e7 e8 e5 e4 e6 e2 e3 e1

Figure 4.4.　4因子構造における斜交モデル（モデル4）

調整 調整 的調整 調整

内発・統合的 同一化的 取り入れ 外的

.86 .77 .77 .56 .51 .43 .84 .81 .60 .96 .90 .78 .90 .87 .83

.25

.34 .06

.33.11.27
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b14 b13 b15 b10 b11 b12 b9 b7 b8 b5 b4 b6 b2 b3 b1

e14 e13 e15 e10 e11 e12 e9 e7 e8 e5 e4 e6 e2 e3 e1

Figure 4.5.　4因子構造における高次因子分析モデル（1因子）（モデル5）

e18 外的 e19

調整 調整 的調整 調整

内発・統合的 e16 同一化的 e17 取り入れ

.86 .78 .77 .56 .51 .43 .84 .82 .60 .96 .90 .78 .90 .87 .83

動機づけ

.59 .26 .61 .47

b14 b15 b13 b10 b11 b12 b9 b7 b8 b5 b4 b6 b2 b3 b1

e14 e15 e13 e10 e11 e12 e9 e7 e8 e5 e4 e6 e2 e3 e1

Figure 4.6.　4因子構造における高次因子分析モデル（2因子）（モデル6）

e18 外的 e19

調整 調整 的調整 調整

自律的な動機づけ 統制的な動機づけ

内発・統合的 e16 同一化的 e17 取り入れ

.86 .77 .77 .56 .51 .43 .85 .81 .60 .96 .90 .78 .90 .87 .83

.97 .28 .48.68

.53
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 図中に示した各モデルのバス係数は，モデル 1 とモデル 4 の「同一化的調整」

↔「取り入れ的調整」，「同一化的調整」↔「外的調整」のバス以外はすべて 1%

水準で有意であった。 χ²検定によるモデル検証では，すべてのモデルで「構成

されたモデルが適合的である」とする帰無仮説が棄却された。GFI，AGFI の値

は，モデル 1（GFI=.96，AGFI=.93），モデル 2（GFI=.95，AGFI=.93），モデル 3

（GFI=.95，AGFI=.93）で目安とされる .90 を超えた値が示された。CFI の値は，

モデル 1（CFI=.98），モデル 2（CFI=.98），モデル 3（CFI=.98）が最も高い値で

あった。また，RMSEA の値は，モデル１（RMSEA=.04），モデル 2（RMSEA=.04），

モデル 3（RMSEA=.04）で .05 以下の値であった。AIC の値は，モデル 3 が最も

低く（AIC=204.38），モデル 1（AIC=209.20），モデル 2（AIC=213.76）もほぼ

同程度の値であった。  

 

 

考 察  

 

 本研究では，確認的因子分析を用いてアルバイト動機づけ尺度の因子的妥当

性について検討した。まず，すべてのモデルにおいて， χ²検定が有意であり，

「構成されたモデルが適合的である」とする帰無仮説が棄却された。χ²検定は，

モデルとデータのズレを確率的に評価しようとする最も基本的かつ重要な評価

基準（朝野・鈴木・小島， 2005）ではあるが，標本数に影響を受け，すなわち

標本数が大きくなると検出力も高くなることから多くのモデルは棄却してしま

うという特徴がある（豊田，1998）。朝野ら（ 2005）は，標本数が 100 未満を小

標本， 200 程度を中標本， 500 以上を大標本として区分し，小標本では χ
2 検定

で棄却されないこと，中標本，大標本では χ
2 検定で棄却されても各種適合性指

モデル χ² df p GFI AGFI CFI RMSEA AIC

モデル1 129.197 80 .000 .955 .932 .984 .041 209.197

モデル2 143.762 85 .000 .950 .929 .981 .044 213.762

モデル3 132.379 84 .001 .953 .933 .984 .040 204.379

モデル4 548.008 84 .000 .821 .744 .851 .124 620.008

モデル5 557.338 86 .000 .818 .746 .848 .123 625.338

モデル6 548.095 85 .000 .821 .747 .851 .123 618.095

N=363

Table 4.9
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標の値で判断することが必要，との判断基準を述べている。本研究では，標本

数は 363 であり，中標本に該当することから， χ
2 検定の結果のみからモデルの

適合について判断するのは難しいと考えられる。適合性ではモデル 1，モデル 2，

モデル 3 が高い値（GFI=.95～ .96，AGFI=.93，CFI=.98，RMSEA=.04）があるこ

とから，5 因子構造における 3 つのモデルは十分な適合性があり，4 因子構造よ

り 5 因子構造の方が適切であると考えられる。第 3 章では，アルバイト動機づ

け尺度が 5 因子構造を有することを仮定しており，これらの結果は仮定と一致

したものであり，アルバイト動機づけ尺度の因子的妥当性が保証された。  

 また，多くの先行研究では，動機づけの上位概念を捉えるため，内発的動機

づけ，統合的調整と同一化的調整からなる「自律的動機づけ」と，取り入れ的

調整と外的調整からなる「統制的動機づけ」を用いている（岡田・中山，2011）。

本研究では，モデル 3 は「自律的な動機づけ」と「統制的な動機づけ」という

高次因子を想定した高次因子分析を行った。その結果，モデル 3 は最も適合的

なモデルであり，アルバイト動機づけ尺度において「自律的な動機づけ」と「統

制的な動機づけ」という高次因子を有することが確認された。今後の研究では，

研究の目的に最も適した因子水準，すなわち高次因子（自律的な動機づけ・統

制的な動機づけ）と低次因子（内発的調整・統合的調整・同一化的調整・取り

入れ的調整・外的調整）を適切に使い分けることが期待される。  



 

 

第 5 章  

基本的心理欲求と動機づけの自己決定性が職務満足感に

及ぼす影響  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脚注  

本章の内容は日本パーソナリティ心理学会第 27 回大会および日本教育心理学

会第 60 回総会で発表され，学会発表論文集に収録されている。また，本章の内

容は「心理学研究」に採択され，第 90 巻 2 号に掲載される予定である。  

 



 

48 

 

問題と目的  

 

 第 4 章では，在日外国人留学生を対象としたアルバイト動機づけ尺度の因子

的妥当性について検討を行った。確認的因子分析の結果から，アルバイト動機

づけ尺が 5 因子構造を有することが確認され，自己決定理論の 5 段階構造と対

応している。自己決定理論は認知的評価理論，有機的統合理論，因果志向性理

論，基本的心理欲求理論，目標内容理論，関係動機づけ理論という 6 つの下位

理論によって構成されている。そのうち，有機的統合理論および基本的心理欲

求理論は精神的健康や適応などを予測し得る理論として注目を集めており，学

習（ e.g. ,  Burton,  Lydon, D’Alessandro, & Koestner,  2006; 西村・河村・櫻井，

2011）や学校適応（大久保・長沼・青栁， 2003; 西村・櫻井， 2015），対人関係

（ e.g. ,  Blais ,  Sabourin ,  Boucher,  & Vallerand, 1990; 岡田，2005），職業（ e.g. ,  Brien 

et a l,  2012;  閻・堀内，2017a）などの様々な領域において研究が行われている。

第 5 章では，在日外国人留学生のアルバイト活動における職務満足感との関連

が想定される有機的統合理論および基本的心理欲求理論に着目し，職務満足感

に影響を及ぼす一連の心理プロセスを明らかにすることが目的である。  

 まず，基本的心理欲求理論に基づいて，アルバイト活動における基本的心理

欲求尺度を作成することを目的とする。次に，基本的心理欲求理論および有機

的統合理論に立脚した仮説モデル（ Figure 5.1）を生成し，共分散構造分析を用

いて検証を行う。モデルを構築するにあたり，基本的心理欲求の充足（自律性

欲求への充足，有能感欲求への充足，関係性欲求への充足）を第 1 段階，動機

づけの自己決定性（自律的な動機づけ，統制的な動機づけ）を第 2 段階，職務

満足感を第 3 段階に設定した。  

 最初に，本モデルの中核となる第 2 段階であるが，有機的統合理論では，自

己決定的に動機づけられた行動は適応的な結果と関連があることが示されてい

る（ e.g. ,  Kasser  & Ryan,  1999；永作・新井， 2003， 2005；岡田， 2005；加藤・

伊藤・石橋・小石，2002）。たとえば，永作・新井（ 2005）は，自律的に高校進

学を行うことが学校生活の楽しさや人間関係における満足度といった学校適応

につながることを見出している。また，岡田（ 2005）は，友人関係への動機づ

けが自己決定的であるほど，向社会的行動の生起頻度が高くなることを報告し

ている。さらに，加藤ら（ 2002）は，日本人学生を対象としたアルバイト動機

づけ尺度を作成し，動機づけの自己決定性と職務満足感との関連について検討

した結果，自己決定性の高い動機づけタイプである内発的調整と統合的調整の

みが，職務内容に関する満足感を予測することを見出している。そこで本研究



 

49 

 

では，因果の順序性から動機づけの自己決定性（自律的な動機づけ，統制的な

動機づけ）を第 2 段階，職務満足感をその後続の第 3 段階に設定すると同時に，

自律的な動機づけから職務満足感への正のパス，統制的な動機づけから職務満

足感へは無相関（有意な偏回帰係数が認められない）のパスを予測した。  

 後先が逆になったが第 1 段階についてである。 Ryan & Deci  (2000) は，動機

づけの内在化を促進するため，自律性のサポート，有能感のサポートおよび関

係性のサポートが必要であり，これらの心理的欲求が満たされることによって

動機づけの自己決定性が高くなると述べている。たとえば，岡田・時岡・大久

保・岡鼻（ 2014）は，ボランティア活動における 3 つの心理的欲求の充足が，

学校貢献に対する動機づけやボランティア活動に対する動機づけを高めること

を示している。また，基本的心理欲求理論では， 3 つの心理的欲求は人間の基

本的な欲求であり，心理的欲求が充足されると精神的に健康になるとされる（櫻

井，2009）。たとえば，大久保・長沼・青柳（ 2003）は 3 つの心理的欲求を説明

変数，学校環境における適応感を目的変数に設定した重回帰分析を行ったとこ

ろ， 3 つの心理的欲求の充足によって「居心地の良さの感覚」や「課題・目的

の存在」，「劣等感の無さ」などの適応感が高くなることを明らかにしている。

以上の研究知見に基づき，本研究では基本的心理欲求の充足（自律性欲求への

充足，有能感欲求への充足，関係性欲求への充足）を本研究のモデルの第 1 段

階に設定すると同時に， 3 つの心理的欲求の充足から第 2 段階である自律的な

動機づけへの正のパス，および，統制的な動機づけへの負あるいは無相関（有

意な偏回帰係数が認められない）のパス，そして第 3 段階である職務満足感へ

直接的な正のパスを予測した。  

 最後に，第 1 段階内の欲求間の関係についてである。たとえば， Sheldon & 

Niemiec (2006) は特定の欲求が突出している状態よりもバランスのとれている

状態の方が健康であると主張している。しかしながら，吉崎（ 2016）では必ず

しもバランス状態と学校適応の間には明確な関係は認められなかった。一方，

櫻井（ 2017）は親子関係や教師と子供の関係の観察から，充足には，関係性欲

求→有能感欲求→自律性欲求という順序性がある可能性を示唆している。在日

外国人私費留学生のアルバイト先は「飲食業（ 45.7%）」と「営業・販売（ 26.3%）」

で全体の 70％以上を占めている（独立行政法人日本学生支援機構， 2016）。こ

のような職場では学校現場と同様に，信頼のおける人間関係を構築し，共通の

目標を達成することが求められる。実際，アルバイト就労における人間関係の

問題やサポート源の消失が抑うつのリスク要因であることが指摘されている

（高木・古村，2018）。良好な人間関係の中で上司や先輩から学んだ知識や技能
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をもとに自身の有能性を体感し，その有能感を基盤にして初めて自律的な就労

意欲が確立されると考えられる。そこで，本研究では櫻井（ 2017）の示唆と同

様に，関係性欲求の充足から有能感欲求の充足への正のパス，有能感欲求の充

足から自律性欲求の充足への正のパスを予測した。  

 

 

 

 

 

方 法  

 

 調査時期および調査協力者 2017 年 11 月～ 12 月に，日本の大学，大学院，

日本語学校および専門学校に在籍する外国人留学生 320 名を対象に，講義時間

中に質問紙を配布した。実際，回収した 255 名分のうち，記入もれや回答ミス

のあるデータ，在留資格が「留学」ではない者のデータ，および，アルバイト

経験のない者のデータを除き，有効回答者 211 名（男性 95 名，女性 92 名，不

明 24 名，平均年齢は 22.49 歳（SD=3.59））を本調査の分析対象とした。  

 

 調査内容  

（ 1）アルバイト活動における基本的心理欲求：基本的心理欲求理論の「自律

性」「有能感」「関係性」に関する概念定義 (Deci & Ryan, 2000;  Van den Broeck, 

Vansteenkiste ,  De Wi tte,  Soenens,  & Lens,  2010)に基づき，Work-related Basic Need  

自律的な
動機づけ（RAI）

統制的な
動機づけ（RAI）

第2段階 第3段階

関係性欲求
の充足

有能感欲求
の充足

自律性欲求
の充足

職務満足感

第1段階

Figure 5.1.  アルバイト活動における基本的心理欲求の充足，動機づけの自己決定性および職務満足感に関する仮説

モデル （＋は正のパス，－は負のパス，0は無相関のパスを示す。誤差変数の図示は省略した。）

＋

＋

＋

＋

＋

＋ ＋

＋

－ or o

＋

－ or o

－ or o
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Sat isfact ion scale (W-BNS: Van den Broeck et al . ,  2010),  Basic Psychological Needs 

at Work Scale (BPNWS: Brien et al . ,  2012)，および，心理的欲求充足尺度（大久

保ら， 2003）を参考に，自律性（ 6 項目），有能感（ 6 項目），関係性（ 7 項目）

に関して計 19 項目を作成した。 6（非常にあてはまる）から 1（全くあてはま

らない）の 6 件法により回答を求めた。  

（ 2）アルバイトにおける動機づけ：第 3 章で作成したアルバイト動機づけ尺

度（ 15 項目）を用いた。「アルバイト活動を続けている理由について，以下の

項目は，あなたにどの程度あてはまるでしょうか。6（非常にあてはまる）から

1（全くあてはまらない）の数字のうち最も近いもの 1 つを〇で囲んでください」

と教示し回答を求めた。  

（ 3）アルバイト活動における職務満足感：田中（ 1997）によって作られた全

体的職務満足感尺度を基にアルバイト活動用に改変して用いた。本尺度は，「現

在のアルバイトの職場に満足している」，「現在のアルバイトの仕事内容に満足

している」，「全体的にみて今のアルバイト活動に満足している」，「もし自分の

思いどおりになるならば，卒業するまでアルバイト活動を続けたい」からなり，

1 因子構造である。 5（とてもそう思う）から 1（全くそう思わない）の 5 件法

より回答を求めた。  

（ 4）フェイスシート：「学年」，「年齢」，「性別」，「出身国」，「在留資格」，「ア

ルバイトの職種」，「勤務頻度」，「平均時間」，「アルバイト活動の継続年数」に

ついて尋ねた。  

 

 手続き 各学校の担当教員に，質問冊子の日本語が回答する留学生にとって

平易で分かりやすい表現になっているかについて確認してもらったうえで，講

義時間中において，筆者または授業担当教員によって集団調査を行った。本調

査の目的，調査への参加は自由であること，回答しにくい項目や意味不明の項

目に対しては飛ばしてもいいこと，および，調査による不利益は生じないこと

について口頭で説明したうえで，質問紙への回答を依頼し，その場で回収した。  

 

 

結 果  

 

1．調査協力者の属性  

 分析対象となった調査協力者の国籍は，中国（ 139 名），ベトナム（ 55 名），

台湾（ 3 名），韓国（ 2 名），カンボジア（ 2 名），ミャンマー（ 2 名），アメリカ
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（ 1 名），イギリス（ 1 名），スリランカ（ 1 名），スペイン（ 1 名），モンゴル（ 1

名），不明（ 3 名）によって構成される。勤務頻度は週に平均 3.68（SD=1.14）

回，毎回の平均勤務時間は 5.03（ SD=1.46）時間，アルバイト活動の平均継続

年数は 9.68 ヶ月（SD=10.73）であった。また，職務内容については，飲食店の

ホールスタッフやコンビニエンス・ストアの店員のような接客の仕事が最も多

く（ 87 名），次は，調理補助や洗い場，スーパーでの惣菜の仕事（ 58 名），工場

での製造の仕事（ 36 名），品出しや掃除の仕事（ 15 名），通訳や家庭教師などの

ような専門性の高い仕事（ 9 名），不明（ 10 名）となっている。  

 

2．各変数の基本的検討  

 2.1.基本的心理欲求 アルバイト活動における基本的な心理欲求を尋ねる 19

項目に対して， SPSS 24.0 を用いて，探索的因子分析（最尤法・プロマックス

回転）を行った。基本的心理欲求理論からは 3 因子構造が予測されるが，第 1

因子から第 4 因子までの固有値は 6.751，2.420，1.215，0.995 であり，3 因子解

が妥当であると判断した。因子負荷量に関しては，1 つの因子について .40 以上

で，かつ 2 因子に跨って .40 以上の負荷を示さないという基準を設け，「仕事の

やり方をよく知っている」「仕事において周りの人に褒められる」の 2 項目を分

析から除外した。また，今回作成した尺度の対象は外国人留学生であり，今後

日本語で回答することに係る協力者の負担を最小限に抑えるため，因子ごとに

因子負荷量の大きい 3 項目だけを残すことにした。得られた 9 項目について三

回目の因子分析を行った結果， 3 因子構造と項目の因子負荷パターンに変化は

なく，多重負荷も認められなかった（ Table 5.1）。次に，探索的因子分析で得ら

れた 3 因子 9 項目に対し，Amos 19.0 を用いて確認的因子分析を行った結果，

χ² (24)=45.25(p<.01)，GFI=.96，AGFI=.92，CFI=.97，RMSEA=.07 であり，一定

の適合度を有することが示された。以上の分析手続きを経ることにより，最終

的な基本的な心理欲求尺度の 3 因子構造を決定した。  
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 第 1 因子は，「 c1．仕事先の人とうまく付き合っている」などの，アルバイト

活動における人間関係に関する項目から構成されることから「関係性欲求の充

足」因子と解釈した。第 2 因子は，「 c4．自分のやり方で仕事することができる」

などの，アルバイト活動における自律性に関する項目からなることから「自律

性欲求の充足」因子と解釈した。第 3 因子は，「 c7．仕事を通して達成感を感じ

る」などの，アルバイト活動における有能感に関する項目から構成されること

から「有能感欲求の充足」因子と解釈した。  

 各因子の信頼性を確認するため，α 係数および項目間相関を算出したところ，

「関係性欲求の充足（α=.82，項目間相関の範囲は .60― .62）」，「自律性欲求の充

足（α=.73，項目間相関の範囲は .44― .56）」，「有能感欲求の充足（α=.82，項目

間相関の範囲は .27― .63）」といずれも一定の内的整合性が示された。  

 

 2.2．アルバイト動機づけ アルバイト動機づけ尺度に対して，最尤法，プロ

F1 F2 F3 M (SD)

c1 仕事先の人とうまく付き合っている .79 .03 -.02 4.28 (1.14)

c2 仕事先の人のことが好きだと思う .79 -.06 .00 4.23 (1.14)

c3 仕事先において自分がグループの一員だと感じる .74 .01 .07 4.17 (1.31)

c4 自分のやり方で仕事することができる -.03 .85 -.07 3.96 (1.33)

c5 自分で仕事の順序を決めて働くことができる .02 .67 .03 3.83 (1.43)

c6 仕事をどのように完成させるかについて自分で決めている -.01 .57 .01 3.81 (1.35)

c7 仕事を通して達成感を感じる -.08 -.06 1.06 4.32 (1.18)

c8 仕事を通して自分が有能な人間だと感じる .08 .30 .46 4.17 (1.15)

c9 仕事を通して新しいスキル(技術や知識)を身につけることができる .16 .02 .41 4.32 (1.18)

因子間相関 F1 F2

F2 .28

F3 .43 .51

基本的心理欲求充足尺度の因子分析の結果（最尤法，プロマックス回転，N=211）

Table 5.1

F1 関係性欲求の充足（Ŭ=.82）

F2 自律性欲求の充足（Ŭ=.73）

F3 有能感欲求の充足（Ŭ=.71）

項　目
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マックス回転による因子分析を行ったところ，第 3 章と同様の 5 因子構造およ

び項目の因子負荷パターンが再現された。各因子の信頼性係数は α=.75― .88 で

あり，一定の内的整合性を示した。さらに，動機づけの上位概念を捉えるため，

第 4 章の結果に従って，確認的因子分析を用いて高次因子分析モデルを検討し

た。その結果，「自律的な動機づけ」と「統制的な動機づけ」という 2 つの高次

因子を有する高次因子モデルが再現でき，適合度は χ² (84)=161.17(p<.01)，

GFI=.91，AGFI=.88，RMSEA=.07，CFI=.95 であり，一定の適合度を有すること

が示された。  

 

 2.3．職務満足感 全体的職務満足感尺度について，最尤法による因子分析を

行った結果，田中（ 1997）と同様に 1 因子構造が得られ，信頼性係数 α は .79

であり，一定の内的整合性が示された。  

 

3．基本的心理的欲求，動機づけの自己決定性および職務満足感の関連  

 まず，下位尺度毎に項目の加算平均を下位尺度得点とし算出し，各下位尺度

の記述統計量および下位尺度間の相関を Table 5.2 に示した。  

 

 

 

基本的心理欲求

1 ─ 3.87(1.11)

2 ─ 4.27(0.93) .43 **

3 ─ 4.23(1.03) .21 ** .41 **

アルバイト動機づけ

4 ⌂ ≠↑ RAI 22.53(5.63) .37 ** .44 ** .33 **

5 ⌂ ≠↑ RAI -10.37(3.44) -.09 .04 .05 -.23 **

6 ⌂ ≠↑ 3.94(0.87) .33 ** .44 ** .34 ** .97 ** -.20 **

7 ⌂ ≠↑ 3.34(1.10) .08 -.01 -.01 .25 ** -.97 ** .22 **

職務満足感

8 3.39(0.84) .26 ** .42 ** .44 ** .48 ** -.07 .46 ** .07

*p<.05, **p<.01

7 8

Table 5.2

N=211

M (SD) 1 2 3 4 5 6



 

55 

 

 次に，アルバイト動機づけの自己決定性の程度を算出するため， Relative  

Autonomy Index (RAI)を用いた。RAI は動機づけの自己決定性の程度に応じて重

み付けを行い，合成変数を算出する方法である (Grolnick & Ryan, 1989)。たとえ

ば，岡田（ 2005）では，RAI=（ -2×外的） +（ -1×取り入れ） +（ 1×同一化） +

（ 2×内発）のように，動機づけの下位尺度に重み付けを行い，動機づけの自己

決定性の程度を表す指標として用いられている。また，非動機づけから内発的

動機づけの 6 下位尺度に， -3 から 3 の重み付けを行う方法も使用されている

(Blais  e t a l ,  1990)。本研究では，アルバイト活動を継続している留学生を対象

としたため，アルバイト活動における「非動機づけ」を除いて次の式で自律的

な動機づけおよび統制的な動機づけの得点を算出した。  

 

自律的な動機づけ（RAI） =（ 3×内発的調整） +（ 2×統合的調整） +（ 1×同一  

化的調整）  

統制的な動機づけ（RAI） =（ -2×外的調整） +（ -1×取り入れ的調整）  

 

 基本的心理欲求，動機づけの自己決定性，および，職務満足感の関連を検討

するため， Figure 5 .1 に示した仮説モデルについて Amos 19.0  を用いて共分散

構造分析を行った（ Figure 5 .2）。その結果，まず， 3 つの心理的欲求の関連に

おいて，関係性欲求の充足から有能感欲求の充足に有意な正のパス（ β=.41，

p<.01），有能感欲求の充足から自律性欲求の充足に有意な正のパス（ β=.43，

p<.01）が得られた。次に， 3 つの心理的欲求から自律的な動機づけ（ RAI）に

有意な正のパスが見られ（β（自律性）=.22，p<.01；β（有能感）=.28，p<.01；

β（関係性）=.17，p<.01），さらに，関係性欲求の充足（β =.27，p<.01）および

有能感欲求の充足（β=.16， p<.05）から職務満足感に直接的な正のパスが示さ

れた。しかしながら，自律性欲求の充足から職務満足感に有意なパスは見られ

なかった。また，3 つの心理的欲求から統制的な動機づけ（ RAI）へのパス，統

制的な動機づけ（ RAI）から職務満足感へのパスは，いずれも有意ではなかっ

た。モデルの適合度を算出した結果， χ² (1)=.30(n.s.)， GFI=1.00， AGFI=.99，

RMSEA=.00，CFI=1.00 であり，十分な適合度を有することが示された。  

 また，前述のように，自律的な動機づけと統制的な動機づけという高次因子

が確認されたため，内発的調整，統合的調整と同一化的調整の加算平均を自律

的な動機づけ得点，外的調整と取り入れ的調整の加算平均を統制的な動機づけ

得点として算出した。そして，これら 2 つの高次因子得点を用いた仮説モデル

の検討も行った。その結果，RAI 指標を用いた場合と同じパターンのパス図が
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得られた。モデルの適合度は χ
2
(1)=.30(n.s.)，GFI=1.00，AGFI=.99，CFI=1.00，

RMSEA=.00 であった。複数の指標で同一の結果が得られたことから，本研究で

得られた最終モデルが一定の妥当性を有することが確認された。  

 

 

 

 

 

考 察  

 

 本章では，自己決定理論の下位理論に立脚し，在日外国人留学生のアルバイ

ト活動における基本的心理欲求，動機づけの自己決定性，および，職務満足感

の関連について検討した。自己決定理論における基本的心理欲求理論および有

機的統合理論に基づいた仮説モデルを検証した結果，まず，自律的な動機づけ

が職務満足感に正の影響を及ぼすことが明らかとなった。すなわち，自律的な

動機づけでアルバイトをする留学生であるほど，職務に対してより高い満足感

を感じていると考えられる。多くの動機づけ研究において，動機づけの自己決

定性が精神的健康や適応などを促進することが明らかにされている（ e.g. ,  永

作・新井，2005; 岡田，2005）。自律的な動機づけのみが職務満足感を予測する

という本研究の結果は，加藤ら（ 2002）と合致するものであった。  

 次に，有能感欲求と関係性欲求の充足が直接的に職務満足感に影響を及ぼす

ことが明らかとなった。また， 3 つの心理的欲求の充足によって，自律的な動

R
2
=.26

自律的な
動機づけ（RAI）

R
2
=.17 R

2
=.19 R

2
=.34

R
2
=.02

統制的な
動機づけ（RAI）

第2段階 第3段階

関係性欲求
の充足

有能感欲求
の充足

自律性欲求
の充足

職務満足感

第1段階

Figure 5.2.  アルバイト活動における基本的心理欲求の充足，動機づけの自己決定性（RAI）および職務満足感の関連

（**
p<.01, 

*
p<.05）。実線は有意なパス，点線は有意ではないパスを示す。誤差変数の図示は省略した。

.02

.17**

.08

-.13
-.02

.04

.27**

.16*

.41** .43**

.28**

.30**

.22**



 

57 

 

機づけが高まることが明らかになった。在日外国人留学生のアルバイト活動に

おいて，動機づけの内在化を促進するためには， 3 つの心理的欲求を充足させ

ることが重要であり，自律性，有能感および関係性を高めるサポートを行うこ

とが必要であると考えられる。前述のように，自律的な動機づけが職務満足感

を予測することから，心理的欲求の充足から職務満足感に対する間接的効果も

期待できると考えられる。  

 3 つの心理的欲求間の関係について，関係性欲求の充足から有能感欲求の充

足への正の影響，有能感欲求の充足から自律性欲求の充足への正の影響が見ら

れたことから，アルバイト活動において「関係性」が重要であることが示され

た。アルバイト活動は社会的な活動であり，他者との協同活動が多く，その中

でより良好な関係が求められていると考えられる。  

 ところで， 3 つの心理的欲求の充足から統制的な動機づけへのパスはいずれ

も有意でなかった。自律性の低い外的調整と取り入れ的調整から構成される統

制的な動機づけは 3 つの心理的欲求から負の影響を受ける可能性も予測される

が，分析の結果，無関連であることが明らかとなった。 3 つの心理的欲求と動

機づけの自己決定性との関係に関しては，必ずしも一致した結果が得られてい

ないのが現状である。たとえば介護実習について検討した竹村（ 2010）は， 3

つの心理的欲求の中で有能感欲求の充足のみが外的調整を低下させることを報

告している。一方，田中・井村（ 2008）は，学業的動機づけおよび一般的活動

動機づけにおける低自律的外発的動機づけ（本研究における統制的動機づけに

相当）に対しては， 3 つの心理的欲求からの影響が認められないことを報告し

ている。このような結果の違いが生じる一因として，心理的欲求の動機づけの

自己決定性に及ぼす影響の在り方は，対象とする活動の種類によって異なる可

能性が指摘される。この可能性が正しければ，本研究の対象であるアルバイト

活動は給料を得ることが絶対的な条件であるため，統制的な動機づけは心理的

欲求の充足とは無関連であったと解釈できるであろう。  

 



 

 

第 6 章  

総合考察  
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 本論文は自己決定理論を理論的背景とし，在日外国人留学生のアルバイト活

動をめぐる諸問題について検討した。まず，自己決定理論における有機的統合

理論に立脚することにより，在日外国人留学生を対象としたアルバイト動機づ

け尺度を作成した。本調査Ⅰでは，予備調査で選定された 40 項目に対して因子

分析を行った結果，アルバイト動機づけ尺度は「内発的調整」「統合的調整」「同

一化的調整」「取り入れ的調整」「外的調整」の 5 つの下位因子から構成される

ことが示された。また，因子間相関から，理論的に近い動機づけタイプどうし

の方が，相関係数が高いことが確認された。さらに，職務満足度尺度との相関

係数は，自己決定性の高い動機づけの方が高い値を示した。本調査Ⅱでは，再

検査信頼性も一定の水準であることが示された。第 3 章で作成した尺度が一定

の信頼性と妥当性を有し，職務満足度を予測する可能性があると考えられる。  

 次に，第 3 章で開発したアルバイト動機づけ尺度の因子的妥当性について，

確認的因子分析を用いて検討を行った。有機的統合理論に基づく理論的検討お

よび先行研究，探索的因子分析，二次因子分析の結果に基づいて， 6 つのモデ

ルを想定した。確認的因子分析を行った結果， 5 因子構造を基にした 3 つのモ

デルが高い適合度を示し，アルバイト動機づけ尺度が 5 因子構造を有すること

が確認された。さらに， 5 因子構造のモデルの中でも，内発的調整，統合的調

整と同一化的調整からなる「自律的動機づけ」と，取り入れ的調整と外的調整

からなる「統制的動機づけ」という 2 つの高次因子を仮定した高次因子分析モ

デルが最も高い適合度を示すことが明らかとなった。  

 最後に，アルバイト活動における職務満足感に着目し，職務満足感に影響を

及ぼす一連の心理プロセスについて検討した。自己決定理論における基本的心

理欲求理論および有機的統合理論に立脚した仮説モデルを生成し，職務満足感

を高める要因について共分散構造分析を用いて検証を行った。基本的心理欲求

における関係性欲求と有能感欲求の充足が直接的に職務満足感を高め，アルバ

イト活動において基本的心理欲求の充足が適応的な状態をもたらすことが明ら

かとなった。また， 3 つの心理的欲求を充足させることによって，自律的な動

機づけが高まり，基本的心理欲求が職務満足感に対する間接的効果も期待でき

ると考えられる。さらに，関係性欲求の充足から有能感欲求の充足への正の影

響，有能感欲求の充足から自律性欲求の充足への正の影響が見られたことから，

アルバイト活動において関係性欲求の充足の重要性が示唆される。  

 少子高齢化および人口減少の進行とともに，生産年齢人口の減少が予測され，

人手不足への対策として積極的に外国人材を受け入れる必要性が指摘されてい

る。このような状況を打破する方策の一つは，在日留学生が卒業後も在留し，
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日本企業に就職するように誘致することであろう。アルバイト活動にはキャリ

ア形成（関口， 2010）や進路選択自己効力（川瀬， 2015）を高める効果がある

ことが指摘されている。特に，アルバイト活動で得られた職務満足感は，外国

人留学生の日本企業への就業意欲を促進するうえで重要であると考えられる。

外国人留学生の職務満足感を高める心理プロセスを明らかにした本研究の知見

に基づいたサポートやアルバイト環境の整備が今後の課題として必要になるで

あろう。  

 本研究が有する問題点について述べる。本研究では，研究対象を在日外国人

留学生だけに限定していたが，留学生の特徴を相対化するには，日本でのアル

バイトを経験する，留学生でない者（日本人学生，留学以外の形態で滞在する

外国出身者など）との比較が理想的であると考えられる。本研究で使用した「在

日外国人留学生を対象としたアルバイト動機づけ尺度」の項目は，例えば，「ア

ルバイトすることが日本語の練習になると思うから」のように留学生に特化し

た内容になっているため，当該尺度をそのまま日本人学生に使用できないが，

留学生と日本人学生に共通に使用可能な尺度を開発することによって，留学生

と日本人学生それぞれの特徴だけでなく，その相違も含めて明確化できると考

えられる。また，本研究ではアルバイト活動について回答を求めたが，複数の

アルバイトに従事していると回答した留学生がいた。本調査では，複数のアル

バイトに従事している場合，どれか一つを何らかの基準で選んで回答するのか，

それともアルバイト全般について回答するのかを明確に教示していなかったた

め，当該留学生の回答が漠然で曖昧になってしまった可能性がある。なお，本

研究では扱っていないが「滞在期間」や「今後の進路 /日本での就労希望」とい

った変数が，基本的心理欲求，動機づけの自己決定性，職務満足感などに影響

を及ぼす可能性は否定できない。今後は，より多くの関連する変数を統制しな

がら本研究が提示したモデルの蓋然性を高めていく作業が必要であろう。  
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